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Migration Toolkit,リリース 55.8.0

Migration Toolkitは、移行プロセスの詳細な制御を提供する強力なコマンドラインツールです。Migration
Toolkitは、データベースオブジェクトとデータを次の場所から EDB Postgres Advanced Serverまたは Post-
greSQLデータベースに移行するのに役立ちます。

• Oracle

• MySQL

• Microsoft SQL Server

Migration Toolkitを使用して、データベースオブジェクトとデータを Sybase Adaptive Server Enterpriseか
ら EDB Postgres Advanced Server、または EDB Postgres Advanced Serverと PostgreSQL間で移行すること
もできます。

EDB Postgres Advanced Serverインストーラーまたは Stack Builderを使用して Migration Toolkitをインス
トールできます。 Stack Builderは、EDB Postgres Advanced Serverと、EnterpriseDB websiteから入手可能
な PostgreSQLワンクリックインストーラーの両方とともに配布されています。

注釈: このドキュメントの Postgresという用語は、EDB Postgres Advanced Serverまたは PostgreSQLのイ
ンストールを指します。 Stack Builderという用語は、StackBuilder Plus EDB Postgres Advanced Serverとと
もに配布または Stack Builder EnterpriseDBから PostgreSQLワンクリックインストーラーとともに配布を
指します。

1
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第1章 Introduction

1.1 Release notes

Migration Toolkitのドキュメントでは、マイナーリリースとパッチを含むMigration Toolkit55の最新バー
ジョンについて説明しています。このセクションのリリースノートは、各リリースの新機能に関する情報
を提供します。マイナーまたはパッチリリースで導入された新機能の場合、コンテンツ内にどのリリース
で機能が導入されたかを示すインジケーターもあります。

Version Release Date

Migration Toolkit 55.8.0 release notes 16 May 2024
Migration Toolkit 55.7.0 release notes 13 Dec 2023
Migration Toolkit 55.6.1 release notes 06 Sep 2023
Migration Toolkit 55.6.0 release notes 25 May 2023
Migration Toolkit 55.5.0 release notes 14 Feb 2023
Migration Toolkit 55.4.0 release notes 29 Nov 2022
Migration Toolkit 55.3.0 release notes 06 Oct 2022
Migration Toolkit 55.2.3 release notes 16 Jun 2022
Migration Toolkit 55.2.2 release notes 10 Mar 2022
Migration Toolkit 55.2.1 release notes 13 Jan 2022
Migration Toolkit 55.2.0 release notes 2 Dec 2021
Migration Toolkit 55.1.0 release notes 20 Sep 2021
Migration Toolkit 55.0.0 release notes 19 Mar 2021

1.1.1 Migration Toolkit 55.8.0 release notes

リリース日 2024年 5月 16日

Migration Toolkit 55.8.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description Addresses

Enhancement ターゲットデータベースへの再接続を自動的に
試行し、接続が失われたときに移行中であった
テーブルのデータ移行を再開またはリスタート
する機能を追加しました。

次のページに続く



Migration Toolkit,リリース 55.8.0

表 2 –前のページからの続き
Type Description Addresses

Enhancement Migration Toolkit では、保存されている `proce-
dure`オブジェクトをソース PostgreSQLからター
ゲット PostgreSQLデータベースに移行できるよ
うになりました。

Enhancement オブジェクトの除外機能移行とオプションセッ
ト

#99271 / 31314

Enhancement Migration Toolkit によって開始された接続セッ
ションは、アプリケーション名で識別できるよ
うになりました。これにより、ソースまたはター
ゲットデータベースに関連する問題のデバッグ
が容易になります。

Enhancement Migration Toolkitは、ソースデータベースから 1
つ以上のテーブルが欠落している場合、エラー
メッセージの一部として、欠落しているテーブル
の名前をログに記録するようになりました。

#98134 / 30362

Bug fix 空のデフォルト句を含む数値列を含むOracleテー
ブルの移行失敗の原因となった問題を修正しま
した。

#100987 / 32874

Bug fix ユーザー定義のNOT NULLチェック制約が移行
からスキップされる問題を修正しました。

#102630 / 35543

Bug fix JSONタイプの列を含むMySQLテーブルの移行
が失敗する問題を修正しました。

#102690 / 35550

Bug fix テーブルレベルのパラレルロードが有効になって
いる dataLoaderCount > 1の場合、パーティショ
ンテーブルのデータの移行が重複エラーで失敗
する問題を修正しました。

Bug fix MySQLテーブル名全体が大文字の場合、大文字
と小文字を区別する識別子の処理を修正しまし
た。

1.1.2 Migration Toolkit 55.7.0 release notes

リリース日 2023年 12月 13日

Migration Toolkit 55.7.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement Migration Toolkitは、分散高可用性クラスターを含む BigAnimalでサポート
されているすべてのクラスタータイプで動作することが認定されています。

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Type Description

Enhancement 1回のネットワークラウンドトリップですべてのコンストレインを取得する
ようにオペレーションを更新することにより、多くのテーブルのテーブルレ
ベルのパラレルロードのパフォーマンスが向上しました。 [サポートチケッ
ト #97379]

Bug fix ターゲットの PostgreSQLまたは EDB Postgres Advanced Serverデータベース
のユーザー作成のトリガーが、データ移行フェーズ中に無効になっていた問
題を修正しました。 [サポートチケット #97637]

Bug fix テーブルレベルのパラレルロードモードの無限ループと同じテーブルの再評
価を発生させた問題を修正しました。 [サポートチケット #96054]

Bug fix Latin9キャラクタセットで構成されたソース Oracleデータベースからの移行
中に、データのコピーが失敗した問題を修正しました。 [サポートチケット
#99475、#99506]

Bug fix コピー APIがデータのコピーに失敗し、その後の一括挿入モードでデータを
コピーしようとすると、ターゲットデータベースの重複エラーで失敗してい
た問題を修正しました。[サポートチケット #99506、#97784]

Bug fix EDB Postgres Advancedサーバーターゲットデータベースで大文字と小文字が
区別される列名を持つソース SQLサーバーテーブルの移行中に、データのコ
ピーが失敗した問題を修正しました。

Bug fix 大文字と小文字が区別されるテーブル名が原因で、ソースMySQLテーブル
の移行中にデータのコピーが失敗する問題を修正しました。

Bug fix レンジでサブパーティション化されたパーティションテーブルの移行に失敗
する原因となった `SUBPARTITION TEMPLATE`句を使用したパーティショ
ンテーブルの問題を修正しました。

Bug fix ソース EDB Postgres Advanced Serverバージョン 16データベースからの移行
に `-allgroups`オプションが指定された場合、 `capture_admin`データベースシ
ステムグループが含まれていた問題を修正しました。

1.1.3 Migration Toolkit 55.6.1 release notes

リリース日 2023年 9月 6日

Migration Toolkit 55.6.1の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement テーブルレベルのパラレルロード機能を更新して、フェッチオフセットアプ
ローチの代わりに個々のテーブルデータチャンクをロードするためのレンジ
ベースの基準を使用することにより、ソースデータベースのオーバーヘッド
を削減します。この最適化は、テーブルの主キー/一意制約が非複合数値型属
性に基づいている場合に適用されます。 [サポートチケット #93360]

Bug fix 名前に全角文字が含まれるソース Oracleテーブルを移行するときに、データ
のコピーが失敗する問題を修正しました。 [サポートチケット #93552]

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Type Description

Bug fix ソースMySQLテーブル名にダッシュ文字が含まれている場合、データコピー
が失敗する問題を修正しました。 [サポートチケット #95794]

Bug fix 1つ以上の一重引用符で定義された `DEFAULT`句を持つソースMySQLテーブ
ルのテーブル作成に失敗する問題を修正しました。 [サポートチケット #95794]

Bug fix ソースMySQLテーブルが名前としてMySQLの予約語を使用している場合、
データコピーが失敗する問題を修正しました。 [サポートチケット #94822]

Bug fix Microsoft SQL Server から EDB Postgres Advanced Server、Oracle から EDB
Postgres Advanced Server、または EDB Postgres Advanced Serverから Oracle
`-dataOnly`への移行中に発生した問題を修正しました。親テーブルは、指定
されたテーブルのリストに含まれません。

1.1.4 Migration Toolkit 55.6.0 release notes

リリース日 2023年 5月 25日

Migration Toolkit 55.6の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement Migration Toolkitは、移行中にオブジェクトのサブセットを除外できる 2つの
新しいコマンドオプションを提供するようになりました。 `-excludeTables`オ
プションは、移行対象にすべてのテーブルが選択される場合、テーブルのサ
ブセットをスキップし、 `-excludeViews`オプションは、移行対象にすべての
ビューが選択される場合、ビューのサブセットをスキップします。

Bug fix Migration Toolkitがシステム生成インデックスをドロップしようとすると、デー
タの移行が失敗する問題を修正しました。システム生成されたインデックス
は削除からスキップされるようになりました。 [サポートチケット #90282]

Bug fix `XMLTYPE`列を持つOracleテーブルを移行するときに、「無効な LOBロケー
ターが指定されました」エラーでデータの移行が失敗する問題を修正しまし
た。 [サポートチケット #92284]

Bug fix ソーステーブルに LOB タイプの列が含まれている場合、 SQL Server から
データのみの移行を実行するときに、TRUNCATE`が常にターゲットデータ
ベースに適用される問題を修正しました。この動作は修正され、ユーザーが-
truncLoad`オプションを指定した場合にのみ `TRUNCATE`が適用されるよう
になりました。

Bug fix DebianのMigration Toolkitパッケージを更新して、JDBCドライバーがMi-
gration Toolkitにバンドルされないようにして、Migration Toolkitでサポート
されている他の OSプラットフォームのパッケージと一貫性を持たせます。

6 第 1章 Introduction
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1.1.5 Migration Toolkit 55.5.0 release notes

リリース日 2023年 2月 14日

Migration Toolkit 55.5の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement Migration Toolkitは、さまざまな移行の順列のソースおよび/またはターゲッ
トとして EDB Postgres Advanced Serverバージョン 15をサポートするように
なりました。

Enhancement Migration Toolkitが強化され、ソースデータベースとターゲットデータベー
スの列の順序が異なる場合、デフォルトの `COPY`を使用したデータの移行
をサポートするようになりました。 [サポートチケット #88336]

Bug fix ソース PostgreSQL / EDB Postgres Advanced Serverデータベースの一意のイ
ンデックス制約に基づく外部キー制約がターゲットデータベースへの移行か
らスキップされる問題を修正しました。 [サポートチケット #89491]

Bug fix 並列データのロードモードで 1つ以上のテーブルの移行が停止する原因になっ
た問題を修正しました。

1.1.6 Migration Toolkit 55.4.0 release notes

リリース日 2022年 11月 29日

Migration Toolkit 55.4の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement Migration Toolkitは、PostgreSQLバージョン 15で動作することが認定されま
した。 PostgreSQL 15は、さまざまな移行の順列のソースおよび/またはター
ゲットの両方としてサポートされるようになりました。

Bug fix 複数のMySQLソーステーブルが同じ制約名を共有している場合、テーブル
制約の失敗を引き起こした問題を修正しました。 [サポートチケット #86413]

Bug fix バックスラッシュで終わるテキスト列値を含むMySQLテーブル行のデータ
の移行が失敗する問題を修正しました。 [サポートチケット #86412]

Other Migration Toolkit で使用する PostgreSQL 10 および EDB Postgres Advanced
Server 10のサポートを削除しました。 PostgreSQLおよび EPASのこれらの
バージョンはサポートが終了し、通常のサポート契約ではサポートされなく
なりました。

次のページに続く
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表 7 –前のページからの続き
Type Description

Other Migration Toolkitで使用するOracle 10gのサポートを削除しました。このバー
ジョンは、Migration Toolkitで使用することが以前にテストおよび認定され
ています。 Oracle 10gは引き続きMigration Toolkitで動作する場合がありま
すが、EDBはその進行中の検証を実行していません。

1.1.7 Migration Toolkit 55.3.0 release notes

リリース日 2022年 10月 06日

Migration Toolkit 55.3の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement Migration Toolkitは、Microsoftが提供する SQL Server JDBCドライバーバー
ジョン 10.2で動作することが認定されました。オープンソースの jTDSドラ
イバーは、Migration Toolkitを使用した Microsoft SQL Serverへの接続に引
き続き使用できますが、代わりにMicrosoft提供の SQL Server JDBCドライ
バーを使用することをお勧めします。より新しいバージョンの SQL Serverの
サポートを提供します。

Enhancement Migration Toolkitは、Debian 11プラットフォームで動作することが認定され
ました。

Security Fix Migration Toolkitは、CVE-2022-31197のセキュリティ修正を含む最新の EDB
JDBCドライバーバージョン 42.5.0.1と PostgreSQLコミュニティ JDBCドラ
イバーバージョン 42.5.0で認定されています。

Security Fix Migration Toolkit は、 CVE-2022-21363 のセキュリティ修正を含む MySQL
JDBCドライバーバージョン 8.0.30で動作することが認定されています。Mi-
gration ToolkitドキュメントのMySQL JDBCドライバーへの参照が、それに
応じて更新されました。

Bug Fix 仮想列が含まれる場合、EPASへの Oracleテーブルの移行が失敗する問題を
修正しました。 [サポートチケット #82718]

Other これらのバージョンはMicrosoftによってサポートされなくなったため、Mi-
gration Toolkitで使用するMicrosoft SQL Server 2008および SQL Server Server
2012のサポートを削除しました。これらのバージョンは、Migration Toolkit
で使用することが以前にテストおよび認定されています。これらは引き続き
Migration Toolkitで動作する場合がありますが、EDBはそれらの進行中の検
証を実行していません。

8 第 1章 Introduction
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1.1.8 Migration Toolkit 55.2.3 release notes

リリース日 2022年 6月 16日

Migration Toolkit 55.2.3の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Bug Fix 列定義にデフォルト句として NEXTVAL呼び出しを含むシーケンスが含まれ
る場合、 EDB Postgres Advanced Serverへの Oracleテーブルの移行が失敗す
る問題を修正しました。

Bug Fix POSITIONキーワードにちなんで名前付けられた列を持つテーブルの移行失
敗の原因となった問題を修正しました。

Bug Fix Migration Toolkit Windowsインストーラーを修正して、アップグレードプロ
セスの一部として commons-langライブラリの古いバージョンを削除します。

Bug Fix スキーマ修飾テーブル名をレポートするように一部の情報/エラーメッセージ
を修正しました。

1.1.9 Migration Toolkit 55.2.2 release notes

リリース日 2022年 3月 10日

Migration Toolkit 55.2.2の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement SQL Server 2016、2017、2019と Sybase SAP ASE 16.0のサポートを提供しま
す。

Security Fix WindowsおよびmacOSで使用されるインストーラーが更新され、CVE-2022-
21724にアドレスする EDB JDBCコネクタの最新バージョンが含まれます。
Linuxの場合、JDBCドライバーはMigration Toolkitにパッケージされていな
いため、この EDB knowledge base articleに文書化されている Linuxの手順を
使用してドライバーを別途更新する必要があります。

Bug Fix テーブルデータのロード中に ENABLE TRIGGERが失敗した場合、Migration
Toolkitは例外を適切に処理するようになりました。特定のテーブルでENABLE
TRIGGERが失敗した場合、残りのテーブルではスキップされません。

Bug Fix Migration Toolkitは、MySQLデータベースからの移行中に、TEXTフィール
ドに入るバックスラッシュをエスケープするようになりました。

1.1. Release notes 9
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1.1.10 Migration Toolkit 55.2.1 release notes

リリース日 2022年 1月 13日

Migration Toolkit 55.2.1の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Security Fix Migration Toolkitのロギングは、log4j 2.17.1に基づいています。以前は、log4j
v1に基づいていました。この変更により、log4j v1に対して報告された脆弱
性が削除され、log4j v2の古いバージョンに対して発見および報告されたRCE
脆弱性がバイパスされるようになります。

Bug Fix カスタム列タイプのマッピングは、Oracle RAWタイプから PostgreSQL / Post-
gres Plus Advanced Server UUIDタイプに修正されました。

Bug Fix `-loaderCount`パラメーターは、Sybase、MySQL、および SQL Serverデータ
ベースでは使用できません。
NA

Bug Fix MySQLから PostgreSQLへの移行中の重複インデックス名の問題を修正しま
した。

Bug Fix MySQLで実行され、結果セットを返さないクエリの executeQueryを execu-
teUpdateに置き換えます。

1.1.11 Migration Toolkit 55.2.0 release notes

リリース日 2021年 12月 02日

Migration Toolkit 55.2.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement Migration Toolkitは PostgreSQL 14をサポートすることが認定されています。
Enhancement 新しい Oracle互換性機能の一部を含む EPAS 14のサポートを追加しました。
Enhancement LIST BY PARTITION 句と AUTOMATIC キーワードが続くパーティション

テーブルを、ターゲット EPAS 13および 14データベースに移行できるよう
になりました。

Enhancement Migration Toolkitは、SUBPARTITION TEMPLATE句を使用してパーティショ
ンテーブルをターゲット EPAS 14データベースに正常に移行するようになり
ました。

Bug Fix ORA-01795問題を修正して、1,000を超えるユーザーの移行を成功できるよ
うにしました。

Bug Fix ORA-01795問題を修正して、1,000を超えるパーティションを正常に移行で
きるようにしました。
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1.1.12 Migration Toolkit 55.1.0 release notes

リリース日 2021年 9月 20日

Migration Toolkit 55.1.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。

Type Description

Enhancement Migration Toolkitが機能強化され、MySQL 5.7および 8.0からの移行をサポー
トします。

Bug Fix MySQLから PostgreSQLへの移行、ブールデータ型は LOモードで移行され
ませんでした。この問題は修正されました。

Bug Fix 問題を修正して、数字で始まるテーブル名をMySQLから PostgreSQLへ移行
できるようにしました。

Bug Fix MYSQLから PostgreSQLに移行するときに、同じタイムゾーン内で TIMES-
TAMP値が変更される問題を修正しました。

Bug Fix MySQLから PostgreSQLへの移行中、高速コピーモードではターゲットデー
タベースに列挙型が作成されませんでした。この問題は修正されました。

Bug Fix n > 1の場合、MySQLから PostgreSQLへの BIT(n)データ型の移行に関連す
る障害を修正しました。

Bug Fix Oracleから PostgreSQLへの移行中に、数値フォーマット例外が報告された問
題を修正しました 72863

Bug Fix 関連するOID値が INTEGER範囲を超えると、PostgreSQLテーブルの移行は
失敗します。この問題は修正されました 72694

Bug Fix PostgreSQLからOracleへの JSONデータ型の移行に関連する問題を修正しま
した。

Bug Fix Oracle 19cから EDB Postgres Advanced Serverの場合、特定のシステムユー
ザー/スキーマが移行のために誤って選択されました。この問題は修正されま
した。

Bug Fix 問題を修正して、パラレルロードモードで大文字と小文字を区別するスキー
マ/テーブル名を Oracleから EDB Postgres Advanced Serverに移行できるよう
にしました。

Bug Fix [カスタム列タイプマッピング]オプションの使用に関連する特定のコーナー
ケースが修正されています。

1.1.13 Migration Toolkit 55.0.0 release notes

リリース日 2021年 3月 19日

Migration Toolkit 55.0.0の新機能、機能強化、バグ修正、およびその他の変更には次のものが含まれます。
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Type Description

Enhancement テーブルレベルでの並列データのロードのサポート。これにより、マルチプ
ルのスレッドを使用して、ソースデータベーステーブルから並列にデータを
ロードし、ターゲットデータベーステーブルに並列に適用できます。これに
より、比較的大きなサイズのテーブルを処理する場合のデータのロード時間
が大幅に向上します。ラボベンチマークの結果、マルチプルの並列スレッド
を使用する場合、大規模なテーブルのデータのロード時間が 25～60%削減さ
れることがわかりました。この機能は、ソース PostgreSQL、 EDB Postgres
Advanced Server、および Oracleデータベースでサポートされています。並
列データのロードのための移行オプションを参照してください。

Enhancement テーブルレベルの並列データのロード機能の強化の一部として、 `tableLoad-
erLimit`および `parallelLoadRowLimit`オプションがコマンドラインオプショ
ンリストに追加されました。

Enhancement Oracleバージョン 18cおよび 19cからのスキーマとデータの移行のサポート。
Enhancement スキーマとデータ移行セッションの合計移行時間は、`Total Elapsed Migration

Time`属性を介して報告されます。
Bug Fix テーブルのデータの移行が失敗した場合、概要レポートはステータスを正確

にレポートしません。
Bug Fix 概要レポートは、冗長な無効なオブジェクトを削除しません。
Bug Fix 指数形式で報告されるテーブルのデータサイズ。
Bug Fix 重複するテーブル名が '-tables'リストを介して指定された場合の障害を回避

します。
Bug Fix 以前は 0.0 MBとして表示されていた小さなテーブルサイズを反映します。

1.2 Supported platforms and databases

1.2.1 データベースバージョン

Migration Toolkitでは、次のデータベース製品バージョンを使用できます。

• PostgreSQLバージョン 12、13、14、15、および 16

• EDB Postgres Advanced Serverバージョン 12、13、14、15、および 16

• Oracle 11g

• Oracle 12c

• Oracle 18c

• Oracle 19c

• SQL Server 2014

• SQL Server 2016

• SQL Server 2017

• SQL Server 2019
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• MySQL 5.5

• MySQL 5.7

• MySQL 8.0

• Sybase SAP Adaptive Server Enterprise 15.7

• Sybase SAP Adaptive Server Enterprise 16.0

注釈: BigAnimalシングルノード、プライマリ/スタンバイ高可用性、および分散高可用性クラスタータイプと
して使用可能なすべての PostgreSQLおよび EDB Postgres Advanced Serverバージョンは、Migration Toolkit
での使用もサポートされています。 BigAnimal の supported cluster types の詳細については、BigAnimal
EDBの管理対象データベースクラウドサービス documentationを参照してください。 BigAnimalで使用可
能な PostgreSQLおよび EDB Postgres Advanced Serverのバージョンについては、 database version policy
documentationを参照してください。

スーパーユーザーロールは、BigAnimal EDB Postgres Advanced Server分散高可用性クラスターデータベー
スでは使用できません。その結果、BigAnimal分散高可用性クラスターをターゲットとする場合、スーパー
ユーザーアクセスを必要とする次のMigration Toolkit機能はサポートされません。

• db_link_ora拡張機能を使用してデータの移行を有効にする-copyViaDBLinkOraオプション

• Oracle互換 SQLコマンド CREATE DATABASE LINK

注釈: Migration Toolkitは、Oracle Real Application ClustersRACおよび Exadataでの使用をテストしてお
らず、公式にサポートしていません。ただし、Migration Toolkitは、単一の永続ノードに接続されている場
合に動作する場合があります。詳細については、EDB担当者に連絡してください。 !!!

1.2.2 サポートされているオペレーティングシステムバージョン

Migration Toolkitは、Linux、Windows、およびMacOSプラットフォームでのインストールをサポートして
います。詳細は、 Product Compatibilityを参照してください。

注釈: ojdbc7.jarは、ResultSetからの取得中に Integer.MAX_VALUE 2147483647を超えるレコードの制限
のため、大規模なデータの移行が不完全になる場合があります。この問題を回避するには、ojdbc8.jarに
アップグレードすることをお勧めします。

1.2. Supported platforms and databases 13
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1.3 Overview

Migration Toolkitは、移行プロセスの詳細な制御を提供する強力なコマンドラインツールです。Migration
Toolkitの使用は、2段階のプロセスです。

1. toolkit.propertiesファイルを編集して、ソースデータベースとターゲットデータベースを指定
します。

2. コマンドラインでMigration Toolkitを呼び出し、移行オプションを指定します。

Migration Toolkitは、データベースオブジェクトとデータを次の場所から EDB Postgres Advanced Serverま
たは PostgreSQLデータベースへの移行に役立ちます。

• Oracle

• MySQL

• SQL Server

Migration Toolkitを使用すると、データベースオブジェクトとデータを Sybaseから EDB Postgres Advanced
Server データベースに移行することもできます。Migration Toolkit を使用して、 EDB Postgres Advanced
Serverと PostgreSQL間で移行することもできます。Migration Toolkitには多くのオプションが含まれてお
り、移行プロセスを詳細に制御できます。

• -safeModeオプションを使用して、移行時に各行をコミットします。

• -fastCopyオプションを使用してWALロギングをバイパスし、移行を最適化します。

• -batchSizeオプションを使用して、一括挿入のバッチサイズを制御します。

• -cpBatchSizeオプションを使用して、COPYコマンドで使用するバッチサイズを指定します。

• -lobBatchSizeオプションを使用して、ラージオブジェクトデータ型に使用されるバッチサイズを
指定します。

• -filterPropオプションを使用して、指定した条件を満たす行のみを移行します。

• -customColTypeMappingオプションを使用して、選択した列のデータ型を変更します。

• 移行前に -dropSchemaオプションを使用して、既存のスキーマを削除し、新しいスキーマを作成し
ます。

• EDB Postgres Advanced Serverでは、-allDBLinksオプションを使用してすべてのOracleデータベー
スリンクを移行します。

• EDB Postgres Advanced Server では、 -copyViaDBLinkOra オプションを使用して dblink_ora モ
ジュールを有効にします。

• -connRetryCount <connection_attempts>オプションを使用して、データの移行中にターゲット
データベース接続が失われた場合に実行する再試行回数を指定します。

• -connRetryInterval <seconds>オプションを使用して、データ移行中に各ターゲットデータベー
スに再接続を試行する前に待機する秒数を指定します。

• -abortConnOnFailure <true/false>オプションを使用して、データの移行中にすべてのターゲッ
トデータベースの再接続が失敗した場合に、移行を中止するかどうかを指定します。デフォルトは
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true で、指定された-connRetryCount しきい値の後に接続が失敗した場合にセッションを中止し
ます。

• -pgIdleTxSessionTimeOut <seconds>を使用して、MTK接続セッションのPostgreSQLまたはEDB
Postgres Advanced Server idle_in_transaction_session_timeout構成オプションの値をオーバー
ライドします。

1.3.1 オブジェクト移行のサポート

Migration Toolkitは、オブジェクト定義 DDL、テーブルデータ、またはその両方を移行します。次の表に
は、Migration Toolkitできるデータベースオブジェクトのタイプのプラットフォーム固有のリストが含まれ
ています。

Object Oracle Sybase SQL Server MySQL

Schemas X X X X
Tables X X X X
List-partitioned table X
Range-partitioned table X
Hash partitioned table X
Constraints X X X X
Indexes X X X X
Triggers X
Table data X X X X
Views X X
Materialized views X
Packages X
Procedures X
Functions X
Sequences X
Users/Roles X
Profiles X
Object types X
Object type methods X
Database links X
Queues X

インポートされるオブジェクトの詳細な制御を提供するコマンドの詳細については、
スキーマオブジェクト選択オプションを参照してください。
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1.3.2 オンライン移行とオフライン移行

Migration Toolkitは、Postgresデータベースにすぐに直接移行できますオンライン移行。後で Postgresデー
タベースでオブジェクト定義を再作成するために使用するスクリプトを生成することもできますオフライ
ン移行。

デフォルトでは、Migration Toolkit は Postgres データベースにオブジェクトを直接作成します。または、
-offlineMigrationオプションを含めて、移行されたオブジェクトまたはデータを新しいデータベースに
再現するために後で使用できる SQLスクリプトを生成します。移行ツールキットを実行する前に、Migration
Toolkitによって生成された移行スクリプトをカスタマイズすることにより、移行されたオブジェクトを変
更できます。-offlineMigrationオプションを使用すると、システム負荷に最適なときに実際の移行をス
ケジュールできます。

-offlineMigrationオプションの詳細については、
オフライン移行オプションを参照してください。

1.3.3 制限事項

EDB Postgres Advanced Serverは、一部のOracle機能の完全なサポートと、他の機能の部分的なサポートを
提供します。Migration Toolkitは、サポートされていない機能を使用するオブジェクトを移行できません。

場合によっては、Migration Toolkitは、部分的な互換性を提供する機能を使用するオブジェクトを移行でき
ます。他の場合、EDB Postgres Advanced Serverは適切な回避策をサポートします。

全文検索は、Oracleと完全な互換性のない機能の例です。 EDB Postgres Advanced Serverデータベースに
は、かなり前から全文検索のサポートが含まれていますが、実装はOracleのものとは異なります。Migration
Toolkitは、この機能を使用するオブジェクトを移行できません。

EDB Postgres Advanced Serverは、他の機能をまだサポートしていません。このカテゴリの機能には、自動
ストレージ管理、テーブル圧縮、外部テーブルが含まれます。多くの場合、成功する回避策を実装できます。

• 自動ストレージ管理をシステム固有のボリューム管理ソフトウェアに置き換えることができます。

• 圧縮ファイルシステムにあるテーブルスペースにデータを保存することにより、テーブル圧縮を実装
できます。

• 外部テーブルは EDB Postgres Advanced Serverには存在しませんが、フラットテキストファイルを
データベースのステージングテーブルにロードすることができます。EDB*Loaderユーティリティを
使用して、データを EDB Postgres Advanced Serverデータベースにすばやくロードすることをお勧め
します。

• 複数のプロファイルを Oracleデータベースから EDB Postgres Advanced Serverに移行する場合、移行
の完了時にプロファイルをユーザーに手動で割り当てる必要があります。
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サポートされていない Postgres機能

Migration Toolkitは、次の Postgres機能の移行をサポートしていません。

• OPERATOR CLASS

• OPERATOR FAMILY

OPERATOR CLASSおよび OPERATOR FAMILYの詳細については、
PostgreSQL core documentationを参照してください。

1.3. Overview 17
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第2章 Installing and upgrading

2.1 Installing Migration Toolkit

リンクを選択して、該当するインストール手順にアクセスします。

2.1.1 Linux x86-64 (amd64)

Red Hat Enterprise Linux RHELとその派生

• Installing Migration Toolkit on RHEL 9 ppc64le、 Installing Migration Toolkit on RHEL 8 ppc64le、 In-
stalling Migration Toolkit on RHEL 7 or OL 7 x86_64

• Oracle Linux (OL) 9、 Oracle Linux (OL) 8、 Oracle Linux (OL) 7

• Installing Migration Toolkit on AlmaLinux 9 or Rocky Linux 9 x86_64 、 Installing Migration Toolkit on
AlmaLinux 8 or Rocky Linux 8 x86_64

• Installing Migration Toolkit on AlmaLinux 9 or Rocky Linux 9 x86_64 、 Installing Migration Toolkit on
AlmaLinux 8 or Rocky Linux 8 x86_64

• Installing Migration Toolkit on CentOS 7 x86_64

SUSE Linux Enterprise SLES

• Installing Migration Toolkit on SLES 15 ppc64le、 Installing Migration Toolkit on SLES 12 ppc64le

Debianとデリバティブ

• Installing Migration Toolkit on Ubuntu 22.04 x86_64、Installing Migration Toolkit on Ubuntu 20.04 x86_64

• Installing Migration Toolkit on Debian 11 x86_64、 Installing Migration Toolkit on Debian 10 x86_64
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2.1.2 Linux Installing Migration Toolkit on Linux IBM Power (ppc64le)

Red Hat Enterprise Linux RHELとその派生

• Installing Migration Toolkit on RHEL 9 ppc64le、 Installing Migration Toolkit on RHEL 8 ppc64le

SUSE Linux Enterprise SLES

• Installing Migration Toolkit on SLES 15 ppc64le、 Installing Migration Toolkit on SLES 12 ppc64le

2.1.3 Macintosh

• Installing on Mac OS X

2.1.4 Windows

• Windows Server 2019

• Windows Server 2022

• Windows 11

Installing Migration Toolkit on Linux x86 (amd64)

オペレーティングシステム固有のインストール手順は、対応するドキュメントに記載されています。

Red Hat Enterprise Linux RHELとその派生

• Installing Migration Toolkit on RHEL 9 ppc64le

• Installing Migration Toolkit on RHEL 8 ppc64le

• Installing Migration Toolkit on RHEL 7 or OL 7 x86_64

• Oracle Linux (OL) 9

• Oracle Linux (OL) 8

• Oracle Linux (OL) 7

• Installing Migration Toolkit on AlmaLinux 9 or Rocky Linux 9 x86_64

• Installing Migration Toolkit on AlmaLinux 8 or Rocky Linux 8 x86_64

• Installing Migration Toolkit on AlmaLinux 9 or Rocky Linux 9 x86_64

• Installing Migration Toolkit on AlmaLinux 8 or Rocky Linux 8 x86_64
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• Installing Migration Toolkit on CentOS 7 x86_64

SUSE Linux Enterprise SLES

• Installing Migration Toolkit on SLES 15 ppc64le

• Installing Migration Toolkit on SLES 12 ppc64le

Debianとデリバティブ

• Installing Migration Toolkit on Ubuntu 22.04 x86_64

• Installing Migration Toolkit on Ubuntu 20.04 x86_64

• Installing Migration Toolkit on Debian 11 x86_64

• Installing Migration Toolkit on Debian 10 x86_64

Installing Migration Toolkit on RHEL 9 or OL 9 x86_64

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

dnf repolist | grep enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。
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パッケージをインストールする

sudo dnf -y install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on RHEL 8 or OL 8 x86_64

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

dnf repolist | grep enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

パッケージをインストールする

sudo dnf -y install edb-migrationtoolkit

22 第 2章 Installing and upgrading

https://www.enterprisedb.com/repos-downloads


Migration Toolkit,リリース 55.8.0

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on AlmaLinux 9 or Rocky Linux 9 x86_64

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

dnf repolist | grep enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

パッケージをインストールする

sudo dnf -y install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。
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Installing Migration Toolkit on AlmaLinux 8 or Rocky Linux 8 x86_64

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

dnf repolist | grep enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

パッケージをインストールする

sudo dnf -y install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on RHEL 7 or OL 7 x86_64

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。
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dnf repolist | grep enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

• その他の前提条件に対処します。

# Install the EPEL repository:

sudo yum -y install https://dl.fedoraproject.org/pub/epel/epel-release-latest-7.

↪→noarch.rpm

パッケージをインストールする

sudo yum -y install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on CentOS 7 x86_64

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

dnf repolist | grep enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .
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2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

• EPELリポジトリをインストールします。

sudo yum -y install https://dl.fedoraproject.org/pub/epel/epel-release-latest-7.

↪→noarch.rpm

パッケージをインストールする

sudo yum -y install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on SLES 15 x86_64

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

zypper lr -E | grep enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

• 必要な SUSEモジュールをアクティブにします。
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sudo SUSEConnect -p PackageHub/15.4/x86_64

• メタデータを更新します。

sudo zypper refresh

パッケージをインストールする

sudo zypper -n install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on SLES 12 x86_64

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

zypper lr -E | grep enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

• 必要な SUSEモジュールをアクティブにします。

sudo SUSEConnect -p PackageHub/12.5/x86_64

sudo SUSEConnect -p sle-sdk/12.5/x86_64

• メタデータを更新します。
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sudo zypper refresh

パッケージをインストールする

sudo zypper -n install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on Ubuntu 22.04 x86_64

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

apt-cache search enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

パッケージをインストールする

sudo apt-get -y install edb-migrationtoolkit
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初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on Ubuntu 20.04 x86_64

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

apt-cache search enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

パッケージをインストールする

sudo apt-get -y install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。
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Installing Migration Toolkit on Debian 11 x86_64

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

apt-cache search enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

パッケージをインストールする

sudo apt-get -y install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on Debian 10 x86_64

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。
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apt-cache search enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

パッケージをインストールする

sudo apt-get -y install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on Linux IBM Power (ppc64le)

オペレーティングシステム固有のインストール手順は、対応するドキュメントに記載されています。

Red Hat Enterprise LinuxRHEL

• Installing Migration Toolkit on RHEL 9 ppc64le

• Installing Migration Toolkit on RHEL 8 ppc64le

SUSE Linux Enterprise SLES

• Installing Migration Toolkit on SLES 15 ppc64le

• Installing Migration Toolkit on SLES 12 ppc64le
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Installing Migration Toolkit on RHEL 9 ppc64le

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

dnf repolist | grep enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

パッケージをインストールする

sudo dnf -y install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on RHEL 8 ppc64le

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。
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dnf repolist | grep enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

パッケージをインストールする

sudo dnf -y install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on SLES 15 ppc64le

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

zypper lr -E | grep enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

• 必要な SUSEモジュールをアクティブにします。

2.1. Installing Migration Toolkit 33

https://www.enterprisedb.com/repos-downloads
https://www.enterprisedb.com/repos-downloads


Migration Toolkit,リリース 55.8.0

sudo SUSEConnect -p PackageHub/15.4/ppc64le

• メタデータを更新します。

sudo zypper refresh

パッケージをインストールする

sudo zypper -n install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing Migration Toolkit on SLES 12 ppc64le

前提条件

インストールプロセスを開始する前に

• EDBリポジトリの設定をします。

リポジトリのセットアップは 1回限りのタスクです。すでにリポジトリを設定している場合、この手順を
実行する必要はありません。

リポジトリが存在するかどうかを判断するには、次のコマンドを入力します。

zypper lr -E | grep enterprisedb

出力が生成されない場合、リポジトリはインストールされていません。

EDBリポジトリを設定するには

1. EDB repositoriesに移動します .

2. EDBリポジトリへのアクセスを提供するボタンを選択します。

3. ダウンロードするプラットフォームとソフトウェアを選択します。

4. EDBリポジトリの設定手順に従ってください。

• 必要な SUSEモジュールをアクティブにします。

sudo SUSEConnect -p PackageHub/12.5/ppc64le

sudo SUSEConnect -p sle-sdk/12.5/ppc64le

• メタデータを更新します。
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sudo zypper refresh

パッケージをインストールする

sudo zypper -n install edb-migrationtoolkit

初期構成

Migration Toolkitを呼び出す前に、ソースおよびターゲットデータベースに接続するための JDBCドライ
バーをダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、 Installing a JDBC driver を参照して
ください。

Installing on Mac OS X

EDBは、MacOS用のグラフィカルインタラクティブインストーラーを提供します。2つの方法でアクセス
できます。

• Downloads pageからグラフィカルインストーラーをダウンロードし、インストーラーを直接呼び出
します。直接インストールするを参照してください。

• PostgreSQLで Stack Builderを使用して、EDBインストーラーパッケージをダウンロードし、グラ
フィカルインストーラーを起動します。スタックビルダーを使用するを参照してください。

前提条件

Stack BuilderがMigration Toolkitのインストールを実行する前に、Java JVMバージョン 1.8.0以降を導入
する必要があります。 Adoptiumは、完全なオープンソースから事前にビルドされた OpenJDKバイナリを
提供します。

JAVA_HOME環境変数も設定する必要があります。次のコマンドを使用します。

export JAVA_HOME=$(/usr/libexec/java_home)

スタックビルダーを使用する

PostgreSQLを使用している場合、Stack Builderでグラフィカルインストーラーを呼び出すことができます。
Using Stack Builderを参照してください。

1. Stack Builderで、モジュール選択ページが表示されるまでプロンプトに従います。

[ Welcome ]ページで、ドロップダウンリストボックスを使用して、使用可能なサーバーのリストからター
ゲットサーバーインストールを選択します。ネットワークでインターネットにアクセスするためにプロキ
シサーバーを使用する必要がある場合は、Proxy servers を選択してサーバーを指定します。プロキシ
サーバーを使用する必要がない場合は、Nextをクリックして続行します。
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1. Registration-required and rotationproductsノードを展開します。

2. EnterpriseDB Toolsノードを展開し、Migration Toolkitを選択します。

3. Nextを選択し、グラフィカルインストーラーを使用するに進みます。

直接インストールする

1. グラフィカルインストーラーをダウンロードした後、ターミナルを使用して次のコマンドを実行しま
す。必要に応じて、プロンプトが表示されたらパスワードを入力します。スーパーユーザーまたは管
理者権限が必要です。

sudo ~/Downloads/edb-migrationtoolkit-55.5.0-1-osx.app/Contents/MacOS/installbuilder.

↪→sh

1. グラフィカルインストーラーを使用するに進みます。

グラフィカルインストーラーを使用する

1. インストール言語を選択し、 OKを選択します。

2. Setup Migration Toolkitページで、 Nextを選択します。

3. ライセンス契約を読みます。契約に同意する場合は、 I accept the Agreementを選択し、 Nextを選
択します。

4. Migration Toolkitをインストールするディレクトリを参照するか、インストーラーがデフォルトの場
所にMigration Toolkitをインストールすることを許可します。 Nextを選択します。

5. [ Ready to install ]ページで、[ Next ]を選択します。

情報ボックスには、選択したコンポーネントのインストールの進行状況が表示されます。

1. インストールが完了したら、[ Finish ]を選択します。

Migration Toolkitのインストール後、移行を実行する前に適切な JDBCドライバーをインストールする必
要があります。詳細については、 Installing a JDBC driver を参照してください。

注釈: EDB JDBCドライバーは、Mac OSでは使用できません。

36 第 2章 Installing and upgrading



Migration Toolkit,リリース 55.8.0

Installing on Windows

EDBは、Windowsのグラフィカル対話型インストーラーを提供します。2つの方法でアクセスできます。

• Downloads pageからグラフィカルインストーラーをダウンロードし、インストーラーを直接呼び出
します。直接インストールするを参照してください。

• Stack Builder PostgreSQLを使用する場合または StackBuilder Plusを使用する EDB Postgres Advanced
Serverを使用して、EDBインストーラーパッケージをダウンロードし、グラフィカルインストーラー
を起動します。Stack Builderまたは StackBuilder Plusを使用するを参照してください。

前提条件

Stack BuilderがMigration Toolkitのインストールを実行する前に、Java JVMバージョン 1.8.0以降を導入
する必要があります。 Adoptiumは、完全なオープンソースから事前にビルドされた OpenJDKバイナリを
提供します。

Java実行可能ファイルは、検索パスWindowsの%PATH%にある必要があります。Windowsでは、次のコマ
ンドを使用して検索パスを設定し、javadirの Java実行可能ファイルを保持するディレクトリの名前を置
き換えます。

SET PATH=javadir;%PATH%

注釈: インストールプロセスは、この場所 `C:Program Filesedbmtketcsysconfigedbmtk-<version>.config`に
構成ファイルを作成します。この構成ファイルは、Java実行可能ファイルの場所を指定します。システム
に複数のバージョンの Javaがインストールされている場合は、edbmtk-<version>.configの内容を変更して、
Migration Toolkitが正しいバージョンを使用していることを確認できます。 !!!

直接インストールする

グラフィカルインストーラーをダウンロードした後、インストールウィザードを開始するには、十分な特
権スーパーユーザーまたは管理者を引き受け、インストーラーアイコンをダブルクリックします。プロン
プトが表示されたら、パスワードを入力します。

Windowsの一部のバージョンでは、管理者権限でインストーラーを起動するには、インストーラーアイコ
ンを右クリックし、コンテキストメニューから Run as Administratorを選択する必要があります。

このトピックのグラフィカルインストーラーを使用するセクションに進みます。
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Stack Builderまたは StackBuilder Plusを使用する

PostgreSQLを使用している場合、Stack Builderでグラフィカルインストーラーを呼び出すことができます。
Using Stack Builderを参照してください。

1. Stack Builderで、モジュール選択ページが表示されるまでプロンプトに従います。

[ Welcome ]ページで、ドロップダウンリストボックスを使用して、使用可能なサーバーのリストからター
ゲットサーバーインストールを選択します。ネットワークでインターネットにアクセスするためにプロキ
シサーバーを使用する必要がある場合は、Proxy servers を選択してサーバーを指定します。プロキシ
サーバーを使用する必要がない場合は、Nextをクリックして続行します。

1. Registration-required and rotationproductsノードを展開します。

2. EnterpriseDB Toolsノードを展開し、Migration Toolkitを選択します。

3. グラフィカルインストーラーを使用するに進みます。

EDB Postgres Advanced Serverを使用している場合、StackBuilder Plusでグラフィカルインストーラーを起
動できます。 Using StackBuilder Plusを参照してください。

1. StackBuilder Plusでは、モジュール選択ページが表示されるまでプロンプトに従います。

[ Welcome ]ページで、ドロップダウンリストボックスを使用して、使用可能なサーバーのリストからター
ゲットサーバーインストールを選択します。ネットワークでインターネットにアクセスするためにプロキ
シサーバーを使用する必要がある場合は、Proxy servers を選択してサーバーを指定します。プロキシ
サーバーを使用する必要がない場合は、Nextをクリックして続行します。

1. アドオン、ツール、およびユーティリティノードを展開し、Enterprise DB Migration Toolkit を選
択します。

2. グラフィカルインストーラーを使用するに進みます。

グラフィカルインストーラーを使用する

1. インストール言語を選択し、 OKを選択します。

2. Setup Migration Toolkitページで、 Nextを選択します。

3. ライセンス契約を読みます。契約に同意する場合は、 I accept the Agreementオプションを選択し、
Nextを選択します。

4. Migration Toolkitをインストールするディレクトリを参照するか、インストーラーがデフォルトの場
所にMigration Toolkitをインストールすることを許可します。 Nextを選択します。

5. [ Ready to install ]ページで、[ Next ]を選択します。

情報ボックスには、選択したコンポーネントのインストールの進行状況が表示されます。これには数分か
かる場合があります。

1. インストールが完了したら、[ Finish ]を選択します。

Migration Toolkitのインストール後、移行を実行する前に適切な JDBCドライバーをインストールする必
要があります。詳細については、 Installing a JDBC driver を参照してください。
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Installing a JDBC driver

Migration Toolkitには、Javaバージョン 1.8.0以降が必要です。

ドライバーの選択

どの JDBCドライバーを使用するかは、移行元または移行先のデータベースによって異なります。

• EDB Postgres Advanced Serverとの間で移行する場合は、 EDB JDBCドライバーを使用してくださ
い。最新のドライバーをダウンロードするには、EDB Downloadsページの EDB Connectorsを参照し
てください。インストール手順については、Installing and configuring EDB JDBC Connectorを参照し
てください。

注釈: EDB JDBCドライバーは、Mac OSでは使用できません。

• PostgreSQLへ、または PostgreSQLから移行する場合は、 PostgreSQL JDBCドライバーを使用しま
す。サポートされている最新のドライバーをダウンロードするには、PostgreSQLのダウンロードペー
ジの JDBC drivers sectionを参照してください。

• Oracle、MySQL、Microsoft SQL Serverまたは Sybaseから移行する場合は、無料で入手可能なソース
固有の JDBCドライバーを使用してください。

• Oracle JDBC

• MySQL JDBC

• Microsoft SQL Server JDBC

• Sybase ASE (jTDS) JDBC

注釈: オープンソース jTDSドライバーは、古いバージョンの Microsoft SQL Serverバージョン 2012以
前もサポートし、Migration Toolkitで使用できます。Microsoftが提供する SQL Server用の JDBCドライ
バーは、Migration Toolkitでサポートされている SQL Serverの新しいバージョンに推奨されます。

libへのドライバーの追加

ドライバーをダウンロードした後、ドライバーファイルを<mtk_install_dir>/libディレクトリに移動
します。

!!!note“EDB JDBCドライバーの場合”Migration Toolkitをインストールする前に EDB JDBCドライバー
がインストールされている場合、そのコピーを<mtk_install_dir>/libディレクトリに配置する必要は
ありません。edb-jdbc18.jarファイルへのシンボリックリンクは、Migration Toolkitのインストール中に作
成されます。

Migration Toolkitのインストール後、次のコマンドを実行して、シンボリックリンクが存在するかどうかを
確認できます。
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ls -l /usr/edb/migrationtoolkit/lib/edb-jdbc18.jar

2.2 Upgrading

最初に現在の EnterpriseDBリポジトリへのアクセスを有効にする edb.repoファイルをアップグレードし、
次にMigration Toolkitをアップグレードすることにより、既存の Linuxインストールをアップグレードで
きます。

edb.repoファイルをアップグレードするには

# Update your repository configuration file

sudo <package-manager> -y upgrade edb-repo

# Upgrade the installed product

sudo <package-manager> -y edb-migrationtoolkit

<package-manager>は、オペレーティングシステムで使用されるパッケージマネージャーです。

Package manager Operating system

dnf RHEL 8/9 and derivatives
yum RHEL 7 and derivatives, CentOS 7
zypper SLES
apt-get Debian and Ubuntu
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3.1 Specifying connection properities

Migration Toolkitは、移行プロセス中に toolkit.propertiesファイルに保存されている構成と接続情報
を使用して、ソースデータベースとターゲットデータベースを識別して接続します。

Linuxでは、 toolkit.propertiesファイルは/usr/edb/migrationtoolkit/etcにあります。

Windowsでは、ファイルは C:\Program Files\edb\mtk\etcにあります。

Mac OSでは、ファイルは/Library/edb/mtk/etcにあります。

この図は、サンプル toolkit.propertiesファイルを示しています。

図 1: A typical toolkit.properties file.

Migration Toolkitコマンドを実行する前に、選択したエディターで toolkit.propertiesファイルを変更
します。ファイルを更新して、次の情報を含めます。

• SRC_DB_URLは、Migration Toolkitがソースデータベースに接続する方法を指定します。各ソースデー
タベースの URLの形成の詳細は次のとおりです。

• SRC_DB_USERは、ソースデータベース内の十分な特権を持つユーザー名を指定します。

• SRC_DB_PASSWORDは、ソースデータベースユーザーのパスワードを指定します。

• TARGET_DB_URLは、ターゲットデータベースの JDBC URLを指定します。
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• TARGET_DB_USERは、特権ターゲットデータベースユーザーの名前を指定します。

• TARGET_DB_PASSWORDは、ターゲットデータベースユーザーのパスワードを指定します。

注釈: コマンドラインで指定しない限り、Migration Toolkitはソースデータベースが Oracleであり、ター
ゲットデータベースが EDB Postgres Advanced Serverであると想定します。他のソースまたはターゲット
データベースの場合、 Oracle以外のソースデータベースからの移行の説明に従って -sourcedbtypeまたは
`-targetdbtype`オプションを指定します。

BigAnimalでターゲットデータベースを指定する場合は、
BigAnimal URLの定義を参照してください。

3.1.1 Advanced Server URLの定義

Migration Toolkitは、次のプラットフォームから Advanced Serverへの移行に役立ちます。

• Oracle

• PostgreSQL

• MySQL

• Sybase

• SQL Server

各データベースタイプから移行されたオブジェクトの最終的なリストについては、
Functionality overviewを参照してください。

Migration Toolkitは、toolkit.propertiesファイルからソースデータベースとターゲットデータベース
の接続仕様を読み取ります。それぞれの接続情報には次のものが含まれる必要があります。

• データベースの URL

• 特権ユーザーの名前

• 指定されたユーザーに関連付けられたパスワード

URLは JDBC標準に準拠し、次のフォームます。

{TARGET_DB_URL|SRC_DB_URL}=jdbc:edb://<host>:<port><database_id>

Advanced Server URLには、次の情報が含まれています。

• jdbc̶プロトコルは常に jdbcです。

• edb̶ Advanced Serverを使用している場合、サブプロトコル値に edbを指定します。

• <host>̶Postgresインスタンスが実行されているホストの名前または IPアドレス。

• <port> ̶ Advanced Serverデータベースリスナーが監視しているポート番号。デフォルトのポート
番号は 5444です。

42 第 3章 Using Migration Toolkit



Migration Toolkit,リリース 55.8.0

• <database_id>̶ソースまたはターゲットデータベースの名前。

• {TARGET_DB_USER|SRC_DB_USER}̶移行する各種類のオブジェクトを作成する権限を持つユーザー
を指定します。データをテーブルに移行する場合、指定されたユーザーは、各ターゲットテーブルの
挿入、切り捨て、および参照特権も必要とする場合があります。

• {TARGET_DB_PASSWORD|SRC_DB_PASSWORD}̶ Advanced Server特権ユーザーのパスワードに設定し
ます。

3.1.2 PostgreSQL URLの定義

Migration Toolkitは、次のプラットフォームから PostgreSQLへの移行に役立ちます。

• Oracle

• Advanced Server

• MySQL

• SQL Server

各データベースタイプから移行されたオブジェクトの最終的なリストについては、
Functionality overviewを参照してください。

Migration Toolkitは、toolkit.propertiesファイルからソースデータベースとターゲットデータベース
の接続仕様を読み取ります。それぞれの接続情報には次のものが含まれる必要があります。

• データベースの URL

• 特権ユーザーの名前

• 指定されたユーザーに関連付けられたパスワード

PostgreSQL URLは JDBC標準に準拠し、次のフォームます。

{SRC_DB_URL|TARGET_DB_URL}=jdbc:postgresql://<host>:<port>/<database_id>

URLには次の情報が含まれています。

• jdbc̶プロトコルは常に jdbcです。

• postgresql̶PostgreSQLを使用している場合、サブプロトコル値に postgresqlを指定します。

• <host>̶Postgresインスタンスが実行されているホストの名前または IPアドレス。

• <port>̶Postgresデータベースリスナーが監視しているポート番号。デフォルトのポート番号は 5432
です。

• <database_id>̶ソースまたはターゲットデータベースの名前。

• {SRC_DB_USER|TARGET_DB_USER}̶移行する各種類のオブジェクトを作成する権限を持つユーザー
を指定します。データをテーブルに移行する場合、指定されたユーザーは、各ターゲットテーブルの
挿入、切り捨て、および参照特権も必要になる場合があります。

• {SRC_DB_PASSWORD|TARGET_DB_PASSWORD}̶PostgreSQL特権ユーザーのパスワードに設定します。
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3.1.3 BigAnimal URLの定義

Migration Toolkitは、次のプラットフォームから BigAnimalへの移行に役立ちます。

• Oracle

• Advanced Server

• PostgreSQL

• MySQL

• SQL Server

Migration Toolkitは、toolkit.propertiesファイルからソースデータベースとターゲットデータベース
の接続仕様を読み取ります。それぞれの接続情報には次のものが含まれる必要があります。

• データベースの URL

• 特権ユーザーの名前

• 指定されたユーザーに関連付けられたパスワード

BigAnimalに移行する場合、TARGET_DB_URLは JDBC URLのフォームを取ります。例

jdbc:<postgres_type>://<host_name>[:<port>]/<database_id>?sslmode=<sslmode>

注釈: ターゲットデータベースURLに必要な値の多くは、BigAnimalポータルから入手できます。BigAnimal
で、クラスターを選択し、[ Connect ]タブに移動して値を見つけます。 !!!

URLには次の情報が含まれています。

• jdbc̶プロトコルは常に jdbcです。

• postgres_type ̶サブプロトコルは Postgresタイプです。 Advanced Serverを使用している場合は
edbを指定し、PostgreSQLを使用している場合は postgresqlを指定します。

• <host_name> ̶クラスターのホスト名。 BigAnimalポータルの Connectタブの Hostフィールドか
らコピーできます。

• <port>̶データベースリスナーが監視しているポート番号。BigAnimalポータルの Connectタブの
Portフィールドからコピーできます。

• <database_id>̶ターゲットデータベースの名前。これを、移行ターゲットデータベースとして使
用するクラスター内のデータベースの名前に設定します。クラスターのデフォルトデータベースの名
前は、BigAnimalポータルの Connectタブの Dbnameフィールドに表示されます。多くの場合、移
行ターゲットとして使用するために別のデータベースが作成されます。

• TARGET_DB_USER̶特権データベースユーザーの名前を指定します。BigAnimalポータルの Connect
タブの Userフィールドからコピーできます。

• TARGET_DB_PASSWORD̶指定されたユーザーのパスワードが含まれます。
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• sslmode̶ “require”または”verify-full”のいずれか。Recommended settings for SSL modeを参照
してください。 BigAnimalポータルの Connectタブの Service URI値の最後にリストされています。

3.1.4 Oracle URLの定義

Migration Toolkitは、Oracleデータベースから PostgreSQLまたは Advanced Serverデータベースへの移行
に役立ちます。 Oracleから移行する場合、toolkit.propertiesファイルで Oracleソースデータベース
の接続仕様を指定する必要があります。接続情報には以下を含める必要があります。

• Oracleデータベースの URL

• 特権ユーザーの名前

• 指定されたユーザーに関連付けられたパスワード

Oracleデータベースから移行する場合、SRC_DB_URLには、2つの形式のいずれかで指定される JDBC
URLが含まれる必要があります。最初のフォームは次のとおりです。

jdbc:oracle:thin:@<host_name>:<port>:<database_id>

2番目のフォームは次のとおりです。

jdbc:oracle:thin:@//<host_name>:<port>{<database_id|service_name>}

Oracle URLには、次の情報が含まれています。

• jdbc̶プロトコルは常に jdbcです。

• oracle̶サブプロトコルは常に oracleです。

• thin̶ドライバーのタイプ。 thinのドライバータイプを指定します。

• <host_name>̶Oracleサーバーが実行されているホストの名前または IPアドレス。

• <port>̶ Oracleデータベースリスナーが監視しているポート番号。

• <database_id>̶ Oracleデータベースのデータベース SID。

• <service_name>̶ Oracleサービスの名前。

• SRC_DB_USER ̶特権 Oracleユーザーの名前を指定します。Oracleユーザーが Oracleから Advanced
Serverにオブジェクトを移行するには DBA権限が必要です。 Oracle GRANT DBA TO userコマンド
を使用して Oracleユーザーに DBA特権を付与して、目的のデータベースオブジェクトをすべて移行
します。

• SRC_DB_PASSWORD̶指定されたユーザーのパスワードが含まれます。
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3.1.5 SQL Server URLの定義

Migration Toolkitは、 SQL Serverデータベースから PostgreSQLまたは Advanced Serverデータベースへの
移行に役立ちます。Migration Toolkitは、次のオブジェクト定義の移行をサポートしています。

• スキーマ

• テーブル

• テーブルデータ

• コンストレイン

• インデックス

Migration Toolkitは、toolkit.propertiesファイルからソースデータベースの接続仕様を読み取ります。
接続情報には以下を含める必要があります。

• ソースデータベースの URL

• 特権ユーザーの名前

• 指定されたユーザーに関連付けられたパスワード

SQL Serverデータベースに接続する場合、 SRC_DB_URLは、
Microsoft JDBC URL推奨または JTDS URLのフォームを取ります。

Microsoft JDBC URL

デフォルトでは、 SQL Server用のMicrosoft JDBC Driverは、クライアントと SQL Server間のすべての通
信に TLS暗号化を使用します。TLS暗号化を無効にする場合は、encryptを falseに設定します。JDBC
タイプ 4ドライバーを使用してMicrosoft SQL Serverへの接続の詳細については、 Building the connection
URLを参照してください。

jdbc:sqlserver://<server_name>:<port>[;databaseName=<database_id>][;encrypt=false]

SQLサーバー URLには、次の情報が含まれています。

• jdbc̶プロトコルは常に jdbcです。

• sqlserver̶サーバータイプは常に sqlserverです。

• <server_name>̶ソースサーバーが実行されているホストの名前または IPアドレス。

• <port>̶ソースデータベースリスナーが監視しているポート番号。

• <database_id>̶ソースデータベースの名前。

• SRC_DB_USER̶特権 SQL Serverユーザーの名前を指定します。

• SRC_DB_PASSWORD̶指定されたユーザーのパスワードが含まれます。
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JTDS URL

jdbc:jtds:sqlserver://<server_name>:<port>/<database_id>

Tip: JTDSドライバーは、古いバージョンのMicrosoft SQL Serverをサポートするオープンソースの JDBC
3.0タイプ 4ドライバーです。 http://jtds.sourceforge.net/を参照してください。新しいバージョンのMicrosoft
SQL ServerをMigration Toolkitに接続する場合、 SQL Server用のMicrosoft JDBC Driverをお勧めします。

SQLサーバー URLには、次の情報が含まれています。

• jdbc̶プロトコルは常に jdbcです。

• jtds̶ドライバー名は常に jtdsです。

• sqlserver̶サーバータイプは常に sqlserverです。

• <server_name>̶ソースサーバーが実行されているホストの名前または IPアドレス。

• <port>̶ソースデータベースリスナーが監視しているポート番号。

• <database_id>̶ソースデータベースの名前。

• SRC_DB_USER̶特権 SQL Serverユーザーの名前を指定します。

• SRC_DB_PASSWORD̶指定されたユーザーのパスワードが含まれます。

3.1.6 MySQL URLの定義

Migration Toolkitは、MySQLデータベースから Advanced Serverまたは PostgreSQLデータベースへの移行
に役立ちます。MySQLから移行する場合、 toolkit.propertiesファイルでMySQLソースデータベー
スの接続仕様を指定する必要があります。接続情報には以下を含める必要があります。

• ソースデータベースの URL

• 特権ユーザーの名前

• 指定されたユーザーに関連付けられたパスワード

MySQLから移行する場合、SRC_DB_URLは JDBC URLのフォームを取ります。例

jdbc:mysql://<host_name>[:<port>]/<database_id>

URLには次の情報が含まれています。

• jdbc̶プロトコルは常に jdbcです。

• mysql̶サブプロトコルは常に mysqlです。

• <host_name>̶ソースサーバーが実行されているホストの名前または IPアドレス。

• [<port>]̶ MySQLデータベースリスナーが監視しているポート番号。
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• <database_id>̶ソースデータベースの名前。

• SRC_DB_USER̶特権 MySQLユーザーの名前を指定します。

• SRC_DB_PASSWORD̶指定されたユーザーのパスワードが含まれます。

注釈:

• データ型 `tinyInt(1)`を使用してMySQLソースデータベースに 0と 1以外のバイト値を保存する場
合、MySQL Connector/J JDBCドライバーの URLにオプションのパラメーター `?tinyInt1isBit=false`
を追加してください。

• MySQL Connector/J JDBCドライバー 8.0.26のバグのため、特定の場合に外部キーコンストレインの
移行が失敗します。EDBでは、Migration Toolkitを使用したデータの移行にこのドライバーを使用
しないことをお勧めします。代わりに、MySQL Connector/J JDBC Driver 8.0.30以降を使用してくだ
さい。

このバグの詳細については、MySQL bug reportを参照してください。

TINYINT(1)は、 PostgreSQL/ EDB Postgres Advanced Serverで BIT(1)にマッピングされますこれは場合
によっては予期されない場合があります。しかし、MySQL JDBCドライバーはそれを BIT(1)として報告
するため、Migration Toolkitは PostgreSQL/ EDB Postgres Advanced Serverの BIT(1)にマッピングします。

値-128～127を保持できる TINYINT(1)とは異なり、BIT(1)は 0と 1のみを保持できます。したがって、
このフィールドに 0と 1以外の値を保存する場合、MySQL JDBCドライバーのデフォルト動作を変更する
必要がある場合がありますドライバーがそれを TINYINTとして報告するようにします。

この動作を変更するには、接続文字列で次の URLオプションを設定します。

jdbc:mysql://localhost:3306/world?tinyInt1isBit=false

この場合、JDBCドライバーは TINYINT(1)を TINYINTとして報告し、ターゲット PostgreSQL/ EDB Postgres
Advanced Serverの SMALLINTにマッピングされます。

3.1.7 Sybase URLの定義

Migration Toolkitは、SybaseデータベースからAdvanced Serverデータベースへの移行に役立ちます。Sybase
から移行する場合、toolkit.propertiesファイルで Sybaseソースデータベースの接続仕様を指定する必
要があります。接続情報には以下を含める必要があります。

• ソースデータベースの URL

• 特権ユーザーの名前

• 指定されたユーザーに関連付けられたパスワード

Sybaseから移行する場合、SRC_DB_URLは JTDS URLのフォームを取ります。例

jdbc:jtds:sybase://<host_name>[:<port>]/<database_id>
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Tip: Sybase ASEおよび古いバージョンのMicrosoft SQL Server用のオープンソース JDBC 3.0タイプ 4ド
ライバーについては、 http://jtds.sourceforge.net/を参照してください。

Sybase URLには、次の情報が含まれています。

• jdbc̶プロトコルは常に jdbcです。

• jtds̶ドライバー名は常に jtdsです。

• sybase̶サーバータイプは常に sybaseです。

• <host_name>̶ソースサーバーが実行されているホストの名前または IPアドレス。

• <port>̶ Sybaseデータベースリスナーが監視しているポート番号。

• <database_id>̶ソースデータベースの名前。

• SRC_DB_USER̶特権 Sybaseユーザの名前を指定します。

• SRC_DB_PASSWORD̶指定されたユーザーのパスワードが含まれます。

3.2 Invoking Migration Toolkit

Migration Toolkitをインストールし、 toolkit.properties fileでソースデータベースとターゲットデータベー
スの接続プロパティを指定すると、Migration Toolkitは移行を実行する準備が整います。

Migration Toolkit 実行可能ファイルの名前は、Linux システムでは runMTK.sh 、Windows システムでは
runMTK.batです。Linuxシステムでは、実行可能ファイルは次の場所にあります。

/usr/edb/migrationtoolkit/bin

Windowsでは、実行可能ファイルは次の場所にあります。

C:\Program Files\edb\mtk\bin

移行の詳細の制御については、 Migration Toolkit command optionsを参照してください。

注釈: Migration Toolkitの呼び出し時に次のエラーが表示された場合は、 toolkit.propertiesファイルのファ
イル許可を確認してください。

MTK-11015: The connection credentials file ../etc/toolkit.properties is

not secure and accessible to group/others users. This file contains

plain passwords and should be restricted to Migration Toolkit owner user

only.

Migration Toolkitを実行するオペレーティングシステムのユーザーアカウントは、ファイルに対する最小限
の読み取り権限を持つ toolkit.propertiesファイルの所有者である必要があります。さらに、グループ
および他のユーザーにはいかなる種類の権限も存在しない必要があります。次に、推奨されるファイル許
可の例を示します。ここで、ユーザー enterprisedbはMigration Toolkitを実行しています。
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-rw------- 1 enterprisedb enterprisedb 191 Aug 1 09:59 toolkit.properties

3.2.1 バイナリゼロNULL文字が埋め込まれた文字データのインポート

Migration Toolkitは、値が NULLの列のインポートをサポートしています。ただし、Migration Toolkitは、
JDBC接続プロトコルを使用したNULL文字値埋め込みバイナリゼロ 0x00のインポートをサポートしてい
ません。NULL文字を含むデータをインポートする場合は、 -replaceNullCharオプションを使用して、
NULL文字を単一の NULL以外の置換文字に置き換えます。

注釈:

• MTK は、NULL 文字を空の文字列に暗黙的に置き換えます。 - -replaceNullChar オプションは、-
copyViaDBLinkOraオプションとは併用できません。

データが移行されたら、SQLステートメントを使用して、-replaceNullCharで指定された文字をバイナ
リゼロに置き換えます。

3.2.2 Oracleからのスキーマの移行

コマンドラインで指定しない限り、Migration Toolkitはソースデータベースが Oracleであり、ターゲット
データベースが EDB Postgres Advanced Serverであることを想定しています。Linuxで完全なスキーマを移
行するには、実行可能ファイルに移動し、次のコマンドを呼び出します。

$ ./runMTK.sh <schema_name>

Windowsで完全なスキーマを移行するには、実行可能ファイルに移動し、次のコマンドを呼び出します。

> .\runMTK.bat <schema_name>

そこで

<schema_name>は、移行する toolkit.propertiesファイルで指定されたソースデータベースのスキー
マの名前です。少なくとも 1つの schema_name値を含める必要があります。

注釈:

• 移行されたスキーマのデフォルトのデータベースユーザーが自動的に移行されると、カスタムプロ
ファイルが存在する場合、デフォルトのデータベースユーザーのカスタムプロファイルも移行され
ます。カスタムプロファイルは、ユーザーが作成するプロファイルです。たとえば、カスタムプロ
ファイルには、Oracleプロファイル `DEFAULT`および `MONITORING_PROFILE`が除外されます。
- PostgreSQLのデフォルト行のサイズは 8KBに制限されています。これは、テーブルの各行が単一
の 8 KBブロックに収まる必要があることを意味します。それ以外の場合、エラーが発生して、たと
えば、 1600列の INTでテーブルを作成し、すべての列にデータを挿入できることを示します。た
だし、 INTは 4バイトとして保存されるが、各 BIGINTはより多くの領域 8バイトを必要とするた
め、BIGINT列で同じことはできません。詳細については、PostgreSQLドキュメントの PostgreSQL
Limitsを参照してください。
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コマンド名の後にスキーマ名のコンマ区切りリストを続けることにより、複数のスキーマを移行できます。

Linuxでは、次のコマンドを実行します。

$ ./runMTK.sh <schema_name1>,<schema_name2>,<schema_name3>

Windowsでは、次のコマンドを実行します。

> .\runMTK.bat <schema_name1>,<schema_name2>,<schema_name3>

3.2.3 Oracle以外のソースデータベースからの移行

ソースデータベースタイプとターゲットデータベースタイプを指定しない場合、Postgresはソースデータ
ベースが Oracleであり、ターゲットデータベースが EDB Postgres Advanced Serverであると想定します。

Migration Toolkitを呼び出すには、コマンドウィンドウを開き、実行可能ファイルに移動して、次のコマン
ドを呼び出します。

$ ./runMTK.sh -sourcedbtype <source_type> -targetdbtype <target_type> [options, …]

<schema_name>;

-sourcedbtype <source_type>

<source_type>は、ソースデータベースのサーバータイプを指定します。<source_type>は大文字と小
文字を区別しません。デフォルトでは、<source_type>は oracleです。 source_typeは、次のいずれか
の値です。

To migrate from: Specify:

Oracle oracle (the default value)
MySQL mysql
SQL Server sqlserver
Sybase sybase
PostgreSQL postgres or postgresql
EDB Postgres Advanced
Server

enterprisedb

-targetdbtype <target_type>

<target_type>は、ターゲットデータベースのサーバータイプを指定します。<target_type>は大文字
と小文字を区別しません。デフォルトでは、<target_type>は enterprisedbです。 <target_type>は、
次のいずれかの値です。

To migrate to: Specify:

EDB Postgres Advanced
Server

enterprisedb

次のページに続く
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表 2 –前のページからの続き
To migrate to: Specify:

PostgreSQL postgres or postgresql

<schema_name>

<schema_name>は、移行する toolkit.propertiesファイルで指定されたソースデータベースのスキー
マの名前です。少なくとも 1つの<schema_name>値を含める必要があります。

次の例では、HRという名前のスキーマテーブル定義とテーブルコンテンツを、Linuxシステム上のMySQL
データベースから EDB Postgres Advanced Serverホストに移行します。コマンドには、- sourcedbtypeお
よび-targetdbtypeオプションが含まれます。

Linuxでは、次のコマンドを使用します。

$ ./runMTK.sh -sourcedbtype mysql -targetdbtype enterprisedb HR

Windowsでは、次のコマンドを使用します。

> .\runMTK.bat -sourcedbtype mysql -targetdbtype enterprisedb HR

Migration Toolkitコマンドの最後にスキーマのコンマ区切りリストを含めることにより、ソースデータベー
スから複数のスキーマを移行できます。次の例では、複数のスキーマ HRおよび ACCTGと呼ばれますを
MySQLデータベースから PostgreSQLデータベースに移行します。

Linuxでは、次のコマンドを使用します。

$ ./runMTK.sh -sourcedbtype mysql -targetdbtype postgres HR,ACCTG

Windowsでは、次のコマンドを使用します。

> .\runMTK.bat -sourcedbtype mysql -targetdbtype postgres HR,ACCTG

Migration Toolkit command options

移行の詳細を制御するには、Migration Toolkitを実行するときに移行オプションを追加します。たとえば、
データベース内のすべてのスキーマを移行するには、コマンドに-allSchemasオプションを追加します。

$ ./runMTK.sh -allSchemas

注釈:

• -allSchemasパラメーターは、Oracle、EDB Postgres Advanced Server、および PostgreSQLソースデー
タベースでのみサポートされています。 Sybase、MS SQL Server、およびMySQLソースデータベー
スではサポートされていません。 - Migration Toolkitは、データの移行中にユーザー作成のトリガーを
無効にします。ただし、PostgreSQL/ EDB Postgres Advanced Serverは、ALTER TABLEの `DISABLE
TRIGGER USER`句を使用して継承された子パーティショントリガーを無効にすることを許可して
いないため、トリガーはパーティションテーブルのデータの移行中にアクティブになり、予期しない
結果が発生する可能性があります。
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表に示すように、Migration Toolkitで動作するコマンドオプションは動作によってグループ化されています。

Feature Relevant options

オフライン移行オプショ
ン

-offlineMigration

インポートオプション -sourcedbtype, -targetdbtype, -schemaOnly, -dataOnly
スキーマ作成オプション -dropSchema, -targetSchema
スキーマオブジェクト選
択オプション

-allTables, -tables, -excludeTables,<br /><br />-constraints, -
ignoreCheckConstFilter,<br /><br />-skipCKConst, -skipFKConst,<br /><br
/>-skipColDefaultClause,<br /><br />-indexes, -triggers,<br /><br />-
allViews, -views, -excludeViews,<br /><br />-allSequences, -sequences,
-excludeSequences,<br /><br />-allProcs, -procs, -excludeProcs,<br /><br
/>-allFuncs, -funcs, -excludeFuncs,<br /><br />-checkFunctionBodies,<br
/><br />-allPackages, -packages, -excludePackages,<br /><br />-allDomains,<br
/><br />-allQueues, -queues, -excludeQueues<br /><br />-allRules,<br /><br
/>-allgroups, -groups

オフライン移行オプショ
ン

-truncLoad, -enableConstBeforeDataLoad,<br /><br />-retryCount, -safeMode,
-fastCopy,<br /><br />-analyze, vacuumAnalyze, -replaceNullChar,<br /><br
/>-copyDelimiter, -batchSize,<br /><br />-cpBatchSize, -lobBatchSize,<br
/><br />-fetchSize, -filterProp<br /><br />-customColTypeMapping, -
customColTypeMappingFile

接続再試行オプション -connRetryCount, -connRetryInterval, -abortOnConnFailure
Oracle 固有のオプショ
ン

-allUsers, -users,<br /><br />-allProfiles, -profiles,<br /><br />-
importPartitionAsTable,<br /><br />-objectTypes,<br /><br />-
copyViaDBLinkOra, -allDBLinks<br /><br />-allSynonyms, -allPublicSynonyms,
-excludeSynonyms,<br /><br />-allPrivateSynonyms, -useOraCase,<br /><br />-
skipUserSchemaCreation

その他のオプション -help, -logDir, -logFileCount, -logFileSize, -logBadSQL -verbose, -version
並列データのロードのた
めの移行オプション

-loaderCount, -parallelLoadRowLimit, -tableLoaderLimit

オフライン移行オプション

コマンドラインで-offlineMigrationオプションを指定すると、Migration Toolkitはオフライン移行を実
行します。オフライン移行中に、Migration Toolkitは選択された各オブジェクトの定義を読み取り、後で実
行時に Postgresの各オブジェクトをレプリケートする SQLスクリプトを作成します。

注釈: 次の例は、LinuxでMigration Toolkitを呼び出します。WindowsでMigration Toolkitを呼び出すに
は、 runMTK.shコマンドの代わりに `runMTK.bat`コマンドを使用します。

スキーマとデータの両方のオフライン移行を実行するには、- offlineMigrationキーワードに続いてス
キーマ名を指定します。
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$ ./runMTK.sh -offlineMigration <schema_name>

各データベースオブジェクト定義は、ホームフォルダーのスキーマ名とオブジェクトタイプから派生した
名前で別のファイルに保存されます。代替のファイルの宛先を指定するには、- offlineMigrationオプ
ションの後にディレクトリ名を含めます。

$ ./runMTK.sh -offlineMigration <file_dest> <schema_name>

スキーマオブジェクトのみのオフライン移行空のテーブルの作成を実行するには、Migration Toolkitを呼び
出すときに - offlineMigrationキーワードに加えて- schemaOnlyキーワードを指定します。

$ ./runMTK.sh -offlineMigration -schemaOnly <schema_name>

スキーマオブジェクト定義を省略してデータのみのオフライン移行を実行するには、Migration Toolkitを呼
び出すときに- dataOnlyキーワードと- offlineMigrationキーワードを指定します。

$ ./runMTK.sh -offlineMigration -dataOnly <schema_name>

デフォルトでは、データは COPY形式で書き込まれます。データをプレーン SQL形式で書き込むには、-
safeModeキーワードを含めます。

$ ./runMTK.sh -offlineMigration -dataOnly -safeMode <schema_name>

デフォルトでは、テーブルデータを含むオフライン移行を実行すると、テーブルごとに別個のファイルが
作成されます。複数のテーブルのデータを含む単一のファイルを作成するには、- singleDataFileキー
ワードを指定します。

$ ./runMTK.sh -offlineMigration -dataOnly -singleDataFile -safeMode <schema_name>

注釈: -singleDataFileオプションは、プレーン SQL形式でデータを移行する場合にのみ使用できます。 -
singleDataFileオプションを含める場合、 -safeModeキーワードを含める必要があります。

オフライン移行スクリプトの実行

edb-psqlまたは psqlコマンドラインを使用して、オフライン移行中に生成されたスクリプトを実行できま
す。次の例では、EDB Postgres Advanced Serverに保存されている新しいデータベース acctgという名前に
スキーマ hrという名前を復元する方法を説明します。

1. createdbコマンドを使用して、acctgデータベースを作成します。ここに、移行したデータベースオ
ブジェクトを復元します。

$ createdb -U enterprisedb acctg

2. edb-psqlを使用して新しいデータベースに接続します。
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$ edb-psql -U enterprisedb acctg

3. \iメタコマンドを使用して、オブジェクト定義を作成する移行スクリプトを呼び出します。

$ acctg=# \i ./mtk_hr_ddl.sql

4. -offlineMigrationコマンドに- singleDataFileキーワードが含まれている場合、mtk_hr_data.
sqlスクリプトには、新しいターゲットデータベースのすべてのオブジェクトを再作成するために必
要なコマンドが含まれています。次のコマンドを使用してデータベースにデータを設定します。

$ acctg=# \i ./mtk_hr_data.sql

インポートオプション

デフォルトでは、Migration ToolkitはソースデータベースがOracleであり、ターゲットデータベースが EDB
Postgres Advanced Serverであると想定しています。 - sourcedbtypeおよび-targetdbtypeキーワード
を含めて、デフォルト以外のソースまたはターゲットデータベースを指定します。

デフォルトでは、Migration Toolkitはスキーマの移行時にデータとオブジェクト定義の両方をインポートし
ます。または、データまたはオブジェクト定義のインポートを選択できます。

-sourcedbtype <source_type>

-sourcedbtypeオプションは、ソースデータベースタイプを指定します。source_typeの場合、次の値の
いずれかを使用します。mysql、oracle、sqlserver、sybase、postgresql、または enterprisedb。
source_typeは大文字と小文字を区別しません。デフォルトでは、source_typeは oracleです。

-targetdbtype <target_type>

-targetdbtype オプションは、ターゲットデータベースタイプを指定します。 target_type の場合、
enterprisedb 、postgres 、または postgresql のいずれかの値を使用します。 target_type は大文
字と小文字を区別しません。デフォルトでは、target_typeは enterprisedbです。

-schemaOnly

このオプションはスキーマ定義をインポートし、選択したすべてのスキーマオブジェクトをターゲットデー
タベースに作成します。このオプションは- dataOnlyオプションとともに使用できません。

-dataOnly

このオプションはデータのみをコピーします。 -tablesオプションとともに使用する場合、Migration Toolkit
は選択されたテーブルのデータのみをインポートします。このオプションは-schemaOnlyオプションとと
もに使用できません。
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スキーマ作成オプション

デフォルトでは、Migration Toolkitはソーススキーマオブジェクトまたはデータを同じ名前のスキーマにイ
ンポートします。ターゲットスキーマが存在しない場合、Migration Toolkitはスキーマを作成します。ま
たは、- targetSchemaオプションを使用してカスタムスキーマ名を指定できます。次のオプションを使
用して、既存のスキーマを削除し、新しいスキーマを作成することを選択できます。

-dropSchema [true|false]

このオプションを trueに設定すると、Migration Toolkitは既存のスキーマとそのスキーマ内のオブジェク
トを削除し、新しいスキーマを作成します。デフォルトでは、-dropSchemaは falseです。

-targetSchema <schema_name>

-targetSchemaオプションを使用して、移行したスキーマの名前を指定します。複数のスキーマを移行する
場合は、スペース文字を介さないコンマ区切りのリストで各スキーマの名前を指定します。-targetSchema

オプションを使用しない場合、新しいスキーマの名前はソーススキーマの名前と同じになります。

information-schema、dbo、sys、または pg_catalogはターゲットスキーマ名として指定できません。
これらのスキーマ名は、 EDB Postgres Advanced Serverのメタデータストレージ用に予約されています。

スキーマオブジェクト選択オプション

次のオプションを使用して、移行する特定のスキーマオブジェクトを選択します。

-allTables

ソーススキーマからすべてのテーブルをインポートします。

-tables <table_list>

選択したテーブルをソーススキーマからインポートします。 table_listは、スペース文字を含まないテー
ブル名のコンマ区切りリストたとえば-tables emp,dept,acctg。

-excludeTables <table_list>

選択したテーブルを移行から除外します。 table_listは、スペース文字を含まないテーブル名のコンマ
区切りリストたとえば-excludeTables emp,jobhist。このオプションは、スキーマのすべてのテーブル
が-allTablesオプションを使用して移行のために選択された場合に適用されます。

-constraints

テーブルコンストレインをインポートします。このオプションは、スキーマ全体をインポートする場合、
または-allTablesまたは-tables <table_list>オプションを指定する場合にのみ有効です。

-ignoreCheckConstFilter

デフォルトでは、Migration Toolkitは Sybaseデータベースからのチェック制約とデフォルト句の移行を実
装しません。制約とデフォルト句を Sybaseデータベースから移行するには、-constraintsパラメーター
を指定するときに- ignoreCheckConstFilterパラメーターを含めます。

-skipCKConst
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チェックコンストレインの移行を省略します。このオプションは、ターゲットデータベースでサポートさ
れていないソースデータベースのビルトインファンクションに基づいたチェック制約を移行する場合に役
立ちます。

このオプションは、スキーマ全体をインポートする場合、または-allTablesまたは-tables <table_list>

オプションが指定された場合にのみ有効です。

-skipFKConst

外部キーコンストレインの移行を省略します。このオプションは、スキーマ全体をインポートする場合、
または-allTablesまたは-tables <table_list>オプションが指定された場合にのみ有効です。

-skipColDefaultClause

列の DEFAULT句の移行を省略します。

-indexes

テーブルインデックスをインポートします。このオプションは、スキーマ全体をインポートする場合、ま
たは-allTablesまたは-tables <table_list>オプションが指定された場合に有効です。

-triggers

テーブルトリガーをインポートします。このオプションは、スキーマ全体をインポートする場合、または
allTablesまたは-tables <table_list>オプションが指定された場合に有効です。

-allViews

ソーススキーマからビューをインポートします。このオプションは、動的ビューとマテリアライズドビュー
をソースから移行します。Oracleおよび Postgresのマテリアライズドビューがサポートされています。

-views <view_list>

指定されたマテリアライズドビューまたはダイナミックビューをソーススキーマからインポートします。
Oracleおよび Postgresのマテリアライズドビューがサポートされています。view_listは、スペース文字
を含まないビュー名のコンマ区切りリストたとえば-views all_emp,mgmt_list,acct_list。

-excludeViews <view_list>

選択したビューを移行から除外します。 view_list は、スペース文字を含まないビュー名のコンマ区切
りリストたとえば-excludeViews all_emp,acct_list。このオプションは、スキーマのすべてのビュー
が-allViewsオプションを使用して移行のために選択された場合に適用されます。

-allSequences

ソーススキーマからすべてのシーケンスをインポートします。

-sequences <sequence_list>

選択したシーケンスをソーススキーマからインポートします。<sequence_list>は、スペース文字を含ま
ないシーケンス名のコンマ区切りリストです。

-excludeSequences <sequence_list>

選択した配列を移行から除外します。 sequence_listは、スペース文字を含まないシーケンス名のコンマ
区切りリストです。このオプションは、スキーマのすべてのシーケンスが-allSequencesオプションを使
用して移行のために選択される場合に適用されます。
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例-allSequences -excludeSequences my_sequence,my_sequence_with_increment

-allProcs

ソーススキーマからすべてのストアドプロシージャをインポートします。

-procs <procedures_list>

選択したストアドプロシージャをソーススキーマからインポートします。procedures_listは、スペース
文字を含まないプロシージャ名のコンマ区切りリストです。

-excludeProcs <procedures_list>

選択したプロシージャを移行から除外します。 procedures_listは、スペース文字を含まないプロシー
ジャ名のコンマ区切りのリストです。このオプションは、スキーマのすべてのプロシージャが-allProcs

オプションを使用して移行のために選択された場合に適用されます。

例 -allProcs -excludeProcs show_notice,show_custom_notice

-allFuncs

ソーススキーマからすべてのファンクションをインポートします。

-funcs <function_list>

選択したファンクションをソーススキーマからインポートします。function_listは、スペース文字を含
まないファンクション名のコンマ区切りリストです。

-excludeFuncs <function_list>

選択した機能を移行から除外します。 function_listは、スペース文字を含まないファンクション名のコ
ンマ区切りリストです。このオプションは、-allFuncsオプションを使用して移行のためにスキーマのす
べてのファンクションが選択された場合に適用されます。

例 -allFuncs -excludeFuncs calculate_average_salary,add_two_numbers

-checkFunctionBodies [true/false]

falseの場合、ファンクション作成中にファンクション本体の検証を無効にします。この検証を無効にす
ると、ファンクションに前方参照が含まれる場合、エラーが回避されます。デフォルト値は trueです。

-allPackages

ソーススキーマからすべてのパッケージをインポートします。

-packages <package_list>

選択したパッケージをソーススキーマからインポートします。package_listは、スペース文字を含まな
いパッケージ名のコンマ区切りリストです。

-excludePackages <package_list>

選択したパッケージを移行から除外します。 package_listは、スペース文字を含まないパッケージ名の
コンマ区切りリストです。このオプションは、スキーマのすべてのパッケージが-allPackagesオプショ
ンを使用して移行のために選択された場合に適用されます。

例 -allPackages -excludePackages my_package1, mypackage2

-allDomains
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すべてのドメイン、列挙、および複合タイプをソースデータベースからインポートします。このオプショ
ンは、ソースとターゲットの両方が Postgresホストに保存されている場合にのみ有効です。

-allQueues

ソーススキーマからすべてのキューをインポートします。これらは、DBMS_AQおよび DBMS_AQADM
ビルトインパッケージによって作成および管理されるキューです。Oracleがソースデータベースの場合、
-objectTypesオプションも指定する必要があります。 EDB Postgres Advanced Serverがソースデータベー
スの場合、 -allDomainsおよび-allTablesオプションも指定する必要があります。Oracleおよび EDB
Postgres Advanced Serverキューがサポートされています。

-queues <queue_list>

選択したキューをソーススキーマからインポートします。 queue_listは、スペース文字を含まないキュー
名のコンマ区切りリストです。これらは、DBMS_AQおよびDBMS_AQADMビルトインパッケージによっ
て作成および管理されるキューです。Oracleがソースデータベースの場合、-objectTypesも指定する必要が
あります。 EDB Postgres Advanced Serverがソースデータベースの場合、-allDomainsおよび-allTables

も指定する必要があります。 Oracleおよび EDB Postgres Advanced Serverキューがサポートされています。

-excludeQueues <queue_list>

選択したキューを移行から除外します。 queue_listは、スペース文字を含まないキュー名のコンマ区切
りリストです。このオプションは、スキーマのすべてのキューが-allQueuesオプションを使用して移行
のために選択される場合に適用されます。

例 -allQueues -excludeQueues EMP_QUEUE1,EMP_QUEUE2

-allRules

ソースデータベースからすべてのルールをインポートします。このオプションは、ソースとターゲットの
両方が Postgresホストに保存されている場合にのみ有効です。

-allGroups

ソースデータベースからすべてのグループをインポートします。

-groups <group_list>

ソースデータベースから選択されたグループ。 <group_list>は、グループ名のコンマ区切りリストです。
例-groups acct_emp,mkt_emp .

移行オプション

移行オプションを使用して、移行プロセスの詳細を制御します。

-truncLoad

新しいデータをインポートする前に、テーブルからデータを切り捨てます。このオプションは-dataOnly

オプションとともに使用します。

-enableConstBeforeDataLoad

非パーティションソーステーブルがパーティションテーブルにマップされる場合、
-enableConstBeforeDataLoad オプションを含めます。このオプションは、データの移行の前に、
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ターゲットテーブルのすべてのトリガーを有効にします。データを個々のパーティションにリダイレクト
するトリガーを含みます。-enableConstBeforeDataLoad は、 -truncLoad パラメーターも指定した場
合にのみ有効です。

-retryCount [<value>]

複数のスキーマの移行を実行している場合、スキーマ間の依存関係のため、最初の移行試行中に移行に失
敗したオブジェクトは、後の移行中に正常に移行される場合があります。-retryCountオプションを使用
して、Migration Toolkitが最初の移行試行中に失敗したオブジェクトの移行を試行する回数を指定します。
0より大きい値を指定します。デフォルト値は 2です。

-safeMode

-safeModeオプションを含める場合、Migration Toolkitは移行として各行をコミットします。移行ですべ
てのレコードの転送に失敗した場合、障害ポイントより前に挿入された行はターゲットデータベースに残
ります。

-fastCopy

-fastCopyオプションを含めると、Migration ToolkitがWALロギングをバイパスして、最適化された方法
で COPY操作を実行するように指定します。デフォルトでは無効になっています。-fastCopyオプション
の使用を選択した場合、移行が中断された場合、ターゲットデータベースで移行されたデータをリカバリ
できない場合があります。

-replaceNullChar <value>

Migration Toolkitは、値が NULLの列のインポートをサポートしています。ただし、Migration Toolkitは、
JDBC接続プロトコルでの NULL文字値埋め込みバイナリゼロ 0x00のインポートをサポートしていませ
ん。NULL文字を含むデータをインポートする場合は、-replaceNullCharオプションを使用して、NULL
文字を単一の非 NULL置換文字に置き換えます。置換文字を引用符またはアポストロフィで囲まないでく
ださい。

データが移行されたら、SQLステートメントを使用して、-replaceNullCharで指定された文字をバイナ
リゼロに置き換えます。

-analyze

-analyzeオプションを含めて、ターゲットデータベースに対して Postgres ANALYZEオペレーションを呼
び出します。オプティマイザーは、ANALYZEオペレーションによって収集された統計を参照し、その情報
を使用して効率的なクエリプランを構成します。

-vacuumAnalyze

-vacuumAnalyzeオプションを含めて、ターゲットデータベースに対して VACUUMおよび ANALYZEオペレー
ションの両方を呼び出します。オプティマイザーは、 ANALYZEオペレーションによって収集された統計を
参照し、その情報を使用して効率的なクエリプランを構成します。VACUUMオペレーションは、ターゲット
データベースでデッドタプルが占有している記憶領域を再利用します。

-copyDelimiter

テーブルデータをロードするときに COPYコマンドで区切り文字として使用する単一の文字を指定します。
デフォルト値は'\t'タブです。

-batchSize
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一括挿入のバッチサイズを指定します。有効な値は 1～1000です。デフォルトのバッチサイズは 1000で
す。Out of Memory例外が発生した場合は、-batchSizeの値を減らします。

-cpBatchSize

COPYコマンドで使用するバッチサイズをMB単位で指定します。0より大きい値は有効です。デフォル
トのバッチサイズは 8MBです。

-lobBatchSize

LOBデータ型の場合、バッチでロードする行数を指定します。 BYTEA、BLOB、または CLOBなどのラージ
オブジェクトタイプ LOB列を含むテーブルのデータ移行は、デフォルトで一度に 1行ずつ実行されます。
これは、個々の LOB列が数百メガバイトのデータを保持する場合のヒープ領域不足エラーを回避するため
です。LOB列の平均データサイズが下限にある場合、各バッチの行数を 0より大きい値で指定することに
より、LOBバッチサイズをカスタマイズできます。

-fetchSize

-fetchSizeオプションを使用して、結果セットで取得される行数を指定します。指定された-fetchSize

が大きすぎる場合、Out of Memory例外が発生する可能性があります。大規模なテーブルを移行するときに
この落とし穴を回避するには、-fetchSizeオプションを含めます。デフォルトのフェッチサイズは JDBC
ドライバー実装に固有であり、データベースによって異なります。

MySQLユーザーの注デフォルトでは、MySQL JDBCドライバーは、テーブルのすべての行を 1回のネッ
トワークラウンドトリップでMigration Toolkitに取得します。この動作は、大規模なテーブルの使用可能
なメモリを簡単に超過する場合があります。ヒープ領域不足エラーが発生した場合は、コマンドライン引
数として-fetchSize 1を指定して、Migration Toolkitに一度に 1行ずつテーブルデータをロードするよう
に強制します。

-filterProp <file_name>

<file_name>は、key=valueペアのコンストレインを含むファイルの名前を指定します。データベースか
ら読み取られた各レコードは、制約に対して評価されます。制約を満たすものが移行されます。ペアの左
側にはテーブル名がリストされます。

• テーブル名はスキーマ修飾されていない必要があります。

• Oracle テーブル名は大文字と小文字を区別しませんが、Oracle はデフォルトで大文字です。一方、
Postgresはデフォルトで小文字です。Oracleデータを移行するときは、使用している大文字と小文字
が Oracleの大文字と小文字が一致することを確認します。それ以外の場合、Migration Toolkitはそれ
と一致せず、コンストレインを無視します。右側は、移行される各行に trueが必要な条件を指定し
ます。

たとえば、このコードは、 ARと等しくない COUNTRY_ID値を持つ国のみを移行します。

COUNTRIES=COUNTRY_ID<>'AR'

この制約は、 COUNTRIESテーブルに適用されます。

複数のテーブルに条件を指定することもできます。ただし、各テーブルの条件はプロパティファイルの新
しい行にある必要があります。
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例

プロパティファイルの次のエントリは、EMPLOYEESおよび DEPARTMENTSテーブルから関連するデー
タのみを移行します。

EMPLOYEES=(LAST_NAME IN ('Grant','Weiss') AND PHONE_NUMBER LIKE '650%')

DEPARTMENTS=(DEPARTMENT_ID BETWEEN 10 AND 30)

-customColTypeMapping <column_list>

カスタムタイプマッピングを使用して、移行された列のデータ型を変更します。各ペアの左側は、正規表
現で列を指定します。各ペアの右側は、その列が想定するデータ型を名前付けます。<column_list>のセ
ミコロン区切りリストに複数のペアを含めることができます。たとえば、名前が IDで終わる列を INTEGER

型にマップするには、次のカスタムマッピングエントリを使用します。

.*ID=INTEGER

カスタムマッピングは、列がテーブル修飾されていない限り、基準に一致するすべてのテーブル列に適用
されます。

'\\'文字はエスケープ文字列として機能します。 '.'は正規表現の予約文字であるため、Linuxでは '\\.'
を使用して'.'文字を表します。たとえば、カスタムマッピングを使用して EMPテーブルの EMP_ID列か
ら行を選択するには、次のカスタムマッピングエントリを指定します。

EMP\\.EMP_ID=INTEGER

Windows、 '\.'を使用して'.'文字を表します。

EMP\.EMP_ID=INTEGER

または、複数のカスタムタイプマッピングを<property_file>に含めることができます。

-customColTypeMappingFile <property_file>

ファイルの各エントリを key=valueのペアで個別の行に指定します。各ペアの左側は、正規表現を使用し
て列を選択します。各ペアの右側は、その列が想定するデータ型を名前付けます。<property_file>で使
用される場合、 '\\'文字は、オペレーティングシステムでエスケープ文字列として機能します。

接続再試行オプション

データの移行中にターゲットデータベースとの接続障害が発生するたび、移行トゥーキットはターゲット
データベースに再接続を試行して、テーブルをスキップせずに移行を完了します。接続が再確立されると、
Migration Toolkitは、接続が失われたときに移行中であったテーブルのデータコピーを再起動または再開し
ます。次に、残りのテーブルのデータコピーを実行します。

Migration Toolkitは、データの移行に使用していたモードに基づいて、移行を再開します。

• Migration ToolkitがコピーAPIを使用してデータを移行していた場合、最後に失敗した行からデータの
コピーを続行します。Copy APIは、ターゲットデータベースとして PostgreSQLおよび EDB Postgres
Advanced Serverと互換性があります。

• 他のデータ移行モードでは、Migration Toolkitはターゲットテーブルのデータを切り捨て、障害が発
生したテーブル全体を再コピーします。
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!!!noteスコープと制限データベーススコープ接続再試行機能により、Migration Toolkitはターゲットデー
タベースに再接続できます。ソースデータベースの問題の再試行はサポートされていません。

移行スコープこの機能により、Migration Toolkitはデータの移行を再試行できます。スキーマの移行に関
する問題の再試行はサポートされていません。

モダリティスコープこの再接続機能は、データ移行モード-dataOnlyで利用できます。 -dataOnlyまた
は-schemaOnlyオプションを指定せずに移行を実行する場合にも使用できます。

-connRetryCount [<connection_attempts>]

-connRetryCountオプションを使用して、ターゲットデータベース接続が失敗した場合に実行する再試行
回数を指定します。[<connection_attempts>]値は 0～50の数値である必要があります。デフォルトは
3回の再試行です。

再試行はデータの移行に適用されるため、 -schemaOnlyオプションとは互換性がありません。

例

$ ./runMTK.sh -connRetryCount 2 -dataOnly -tables dept,emp,jobhist public

-connRetryInterval [<seconds>]

-connRetryIntervalオプションを使用して、ターゲットデータベース接続が失敗した場合に、後続の各
再接続を試行する前に待機する秒数を指定します。[<seconds>]値は、0～900の数値である必要がありま
す。デフォルトは 30秒です。

再試行はデータの移行に適用されるため、 -schemaOnlyオプションとは互換性がありません。

例

$ ./runMTK.sh -connRetryCount 2 -connRetryInterval 50 -dataOnly -tables dept,emp,

↪→jobhist public

-abortConnOnFailure [true/false]`

すべての再接続試行が失敗した場合に、移行を中止するかどうかを指定します。

障害が発生したテーブルの移行をスキップして、次のテーブルに進むには、-abortConnOnFailureを false

に設定します。デフォルトは trueで、指定された-connRetryCountしきい値の後に接続が失敗した場合
にセッションを中止します。

再試行はデータの移行に適用されるため、 -schemaOnlyオプションとは互換性がありません。

例

$ ./runMTK.sh -connRetryCount 2 -connRetryInterval 50 -abortConnOnFailure false -

↪→dataOnly -tables dept,emp,jobhist public

-pgIdleTxSessionTimeOut [<seconds>]

PostgreSQL または EDB Postgres Advanced Server idle_in_transaction_session_timeout を指定しま
す。これは、移行トランザクションがアイドル状態にあるときにデータベースがセッションを終了するま
での時間を定義します。[<seconds>]は、0より大きい値です。デフォルトは 180秒です。
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例

runMTK.sh -connRetryCount 2 -connRetryInterval 50 -pgIdleTxSessionTimeOut 90 -

↪→dataOnly -tables dept,emp,jobhist public

並列データのロードのための移行オプション

比較的多数のテーブルまたは大規模なテーブルを扱う場合、通常のデータの移行には時間がかかります。
この問題の解決策として、Migration Toolkitには、スキーマレベルおよびテーブルレベルで並列にデータを
移行できる並列データのロードアルゴリズムがあります。

スキーマレベルでの並列データの移行では、マルチプルのスレッドを使用して複数のテーブルを同時に移
行します。テーブルレベルでの並列データのロードでは、マルチプルのスレッドを使用して、単一のテー
ブルをソースデータベースからターゲットデータベースにより効率的かつ短時間で移行します。

注釈:

• パラレルロードは、大規模なテーブルの場合にのみ役立ちます。小さなテーブルの場合、並列スレッ
ドはさらに時間がかかる場合があります。したがって、比較的大規模なテーブルの場合、テーブルレ
ベルでの並列データのロードを使用することをお勧めします。

• 並列データのロードは、主キー/一意キーのないテーブルには適用されません。

• 並列データのロードでは fastCopyパラメーターを使用できません。

• パラレルロード機能は、ソース Oracle、 EDB Postgres Advanced Server、および PostgreSQLデータ
ベースにのみ適用されます。

次のオプションは、MTKがデータを並列して移行する方法を制御します。

-loaderCount [<value>]

-loaderCountオプションを使用して、データのロードを並列実行するためにプールで使用可能な並列ス
レッドの数を指定します。このオプションは、Migration Toolkitを実行しているホストシステムにハイエン
ドの CPUおよび RAMリソースがある場合に特に役立ちます。valueにはゼロ以外の正の数を指定できま
すが、その値が CPUコア数を超えないことをお勧めします。たとえば、デュアルコア CPUには、2の最
適値があります。デフォルトは 1です。

テーブルレベルのスレッドの数は、テーブルサイズと shared_buffersや work_memなどの特定のメモリ
構成に応じて、ソースデータベースサーバーにオーバーヘッドを発生させる可能性があります。メモリ構
成はデータベースサーバーに最適な値に設定する必要があります。非常に大規模なテーブルの場合、マシ
ンで使用可能な合計コアに従って、より低い-loaderCountオプション値を試して、最適な-loaderCount

値を計算することをお勧めします。

注釈: マルチプルのスレッドが使用される場合、実際のスレッド数とテーブルデータのサイズによっては、
Migration Toolkitのメモリヒープサイズを調整する必要がある場合があります。

-parallelLoadRowLimit [<value>]
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-parallelLoadRowLimitオプションを使用して、テーブルに必要な最小行数を指定して、テーブルレベ
ルでデータのロードを並列実行します。<value>パラメーターは 0より大きい必要があります。デフォル
トは 100,000です。

たとえば、-parallelLoadRowLimitの値が 10,000の場合、行数 10,000以上のテーブルのみがテーブルレ
ベルでパラレルにロードされます。他のテーブルは、シークエンシャルモードまたはスキーマレベルで移
行します。

-tableLoaderLimit [<value>]

-tableLoaderLimitオプションを使用して、スレッドプールから割り当てるスレッドの最大数を指定し
て、テーブルレベルで並列チャンクで単一のテーブルデータをロードします。<value>パラメーターは、
-loaderCountの値を超えてはなりません。デフォルト値は-loaderCountオプションの値と同じです。こ
のオプションは、-loaderCountのデフォルト以外のカスタム値に基づいて暗黙的に変更されます。

たとえば、 -loaderCount が 4 に設定され、-tableLoaderLimit が指定されていない場合、
-tableLoaderLimit も 4 に設定されます。したがって、すべてのスレッドが単一のテーブルのロード
に使用されない場合は、-tableLoaderLimitをより低い値に減らします。

並列データのロードアルゴリズムの高レベルの概要

アルゴリズムは 3つのステップで動作します。

1. テーブルとテーブルチャンクのリストは、テーブル名でソートされた、移行するテーブルの順序付
けリストから作成されます。リストは、-parallelLoadRowLimitおよび-tableLoaderLimitオプ
ション値に基づいて作成されます。

2. スレッドプールは、 -loaderCountオプション値に基づいて作成されます。

3. 並列データのロードアルゴリズムは、テーブルとテーブルチャンクのリストからテーブル/チャンク
ごとにタスクを作成し、スレッドプールで実行します。スレッドの数と同じ数のタスクが並列実行
されます。タスクの実行が完了すると、そのスレッドはリストから次のタスクの実行を開始します。
パラレルデータのロードは、リストの最後のタスクが完了するとすぐに完了します。

例

このシナリオでは、並列データのロードを使用して 4つのテーブル tab1, tab2, tab3, tab4̶を移行し
ます。

# ./runMTK.sh -sourcedbtype enterprisedb -targetdbtype enterprisedb -loaderCount 4 -

↪→parallelLoadRowLimit 10000 -tableLoaderLimit 2 -tables tab1,tab2,tab3,tab4 public

テーブル tab1には 50,000行があり、テーブル tab2には 9,500行があり、テーブル tab3には 50,001行
があり、テーブル tab4には 9,999行があります。ステップ 1のテーブルのリストは tab1, tab2, tab3、
および tab4です。

表 tab1および tab3のみが、テーブルレベル-parallelLoadRowLimit 10000のパラレルロードの対象と
なります。
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-tableLoaderLimitオプションの値は 2であるため、テーブル tab1は 2つのチャンク、tab1_chunk1お
よび tab1_chunk2にロードされます。各チャンクの行数は、totalRowCount/tableLoaderLimitに基づ
いて決定されます。この場合、両方のチャンクに 25,000行 50,000/2があります。

テーブル tab3 は、2つのチャンク、tab3_chunk1 および tab3_chunk2 にもロードされます。テーブル
tab3の合計行数が奇数 50,001であるため、最初のチャンクは追加行を収容するため、 tab3_chunk1に
は 25,001行、tab3_chunk2には 25,000行があります。

次に、作成されたテーブルとテーブルチャンクのリストを示します。

tab1_chunk1 (25,000 rows)

tab1_chunk2 (25,000 rows)

tab2 (9500 rows)

tab3_chunk1 (25,001 rows)

tab3_chunk2 (25,000 rows)

tab4 (9999 rows)

4つのスレッド T1, T2, T3, T4からなるスレッドプールが作成されます。手順 1で作成したリストから
テーブル/チャンクを移行するタスクは、スレッドプールで実行されます。

T1 → tab1_chunk1 (25,000 rows)

T2 → tab1_chunk2 (25,000 rows)

T3 → tab2 (9500 rows)

T4 → tab3_chunk1 (25,001 rows)

スレッド T3が最初に終了し、リストの次のチャンクである tab3_chunk2の実行を開始します。

T1 → tab1_chunk1 (25,000 rows)

T2 → tab1_chunk2 (25,000 rows)

T3 → tab3_chunk2 (25,000 rows)

T4 → tab3_chunk1 (25,001 rows)

スレッド T1は 2番目に終了し、tab4の実行を開始します。

T1 → tab4 (9999 rows)

T2 → tab1_chunk2 (25,000 rows)

T3 → tab3_chunk2 (25,000 rows)

T4 → tab3_chunk1 (25,001 rows)

この方法では、4つのスレッドを使用して、混合スキーマとテーブルレベルで 4つのテーブルを並列に移
行します。コマンドオプションを変更して-tableLoaderLimitを 1に設定すると、純粋なスキーマレベル
の並列処理ができます。

# ./runMTK.sh -sourcedbtype enterprisedb -targetdbtype enterprisedb -loaderCount 4 -

↪→parallelLoadRowLimit 10000 -tableLoaderLimit 1 -tables tab1,tab2,tab3,tab4 public

各テーブルは 1つのスレッドで同時に処理されます。
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T1 → tab1 (50,000 rows)

T2 → tab2 (9500 rows)

T3 → tab3 (50,001 rows)

T4 → tab4 (9999 rows)

システムリソースの推奨事項と制約

Migration Toolkitを実行しているホストシステムで利用可能な CPUおよび RAMリソースに応じて、スレッ
ド数を選択します。ソースデータベースには CPU、IO、ディスクの使用に関して特定のオーバーヘッドが
存在するため、並列スレッド数が特定のしきい値を超えて超過すると、Migration Toolkitのパフォーマンス
が低下します。

Oracle固有のオプション

次のオプションは、ソースデータベースが Oracleの場合にのみ適用されます。

-objectTypes

runMTK.shコマンドの最後に指定されたスキーマリストからユーザー定義オブジェクトタイプをインポー
トします。

-allUsers

すべてのユーザーとロールをソースデータベースからインポートします。- allUsersオプションは、Oracle
データベースから EDB Postgres Advanced Serverデータベースに移行する場合にのみサポートされます。

-users <user_list>

選択したユーザーまたはロールをソース Oracleデータベースからインポートします。<user_list>は、ス
ペース文字を含まないユーザー/ロール名のコンマ区切りリストです-users MTK, SAMPLE, acctgなど。
-usersオプションは、Oracleデータベースから EDB Postgres Advanced Serverデータベースに移行する場
合にのみサポートされます。

-allProfiles

すべてのカスタムつまりユーザー作成のプロファイルをソースデータベースからインポートします。DEFAULT

や MONITORING_PROFILEなどの他の Oracle非カスタムプロファイルはインポートされません。

インポートされたプロファイルの場合、プロファイルに関連付けられている次のパスワードパラメーター
のみがインポートされます。

FAILED_LOGIN_ATTEMPTS

PASSWORD_LIFE_TIME

PASSWORD_REUSE_TIME

PASSWORD_REUSE_MAX

PASSWORD_LOCK_TIME

PASSWORD_GRACE_TIME
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PASSWORD_VERIFY_FUNCTION

Oracle リソースパラメーターなど、他のすべてのプロファイルパラメーターはインポートされませ
ん。SRC_DB_USER で指定された Oracle データベースユーザーは、Oracle データディクショナリビュー
DBA_PROFILESに対する SELECT特権を持っている必要があります。

注釈: - allProfilesオプションは、Oracleデータベースから EDB Postgres Advanced Serverデータベースに
移行する場合にのみサポートされます。

-profiles <profile_list>

選択したカスタムつまりユーザー作成のプロファイルをソース Oracleデータベースからインポートしま
す。profile_listは、スペース文字を含まないプロファイル名のコンマ区切りリストたとえば-profiles

ADMIN_PROFILE,USER_PROFILE。 DEFAULTや MONITORING_PROFILEなどのOracleの非カスタムプロファ
イルはインポートされません。

-allProfilesオプションと同様に、パスワードパラメーターのみがインポートされます。SRC_DB_USER

で指定された Oracleデータベースユーザーは、Oracleデータディクショナリビュー DBA_PROFILESに対す
る SELECT特権を持っている必要があります。

注釈: -profilesオプションは、Oracleデータベースから EDB Postgres Advanced Serverデータベースに移行
する場合にのみサポートされます。

-importPartitionAsTable <table_list>

-importPartitionAsTableパラメーターを含めて、Oracleホストにあるパーティションテーブルの内容
を単一の非パーティションテーブルにインポートします。table_listは、スペース文字を含まないテー
ブル名のコンマ区切りリストたとえば-importPartitionAsTable emp,dept,acctg。

-copyViaDBLinkOra

dblink_oraモジュールは、SQLレベルでの EDB Postgres Advanced ServerとOracleの接続を提供します。
dblink_oraは、EDB Postgres Advanced Serverデータベースインストールの一部としてバンドルおよびイ
ンストールされます。dblink_oraは、COPY APIメソッドを使用してデータベース間でデータを転送しま
す。このメソッドは、JDBC COPYメソッドよりもかなり高速です。

この例では、 dblink_ora COPY APIを使用して、HRスキーマからすべてのテーブルを移行します。

$./runMTK.sh -copyViaDBLinkOra -allTables HR

ターゲット EDB Postgres Advanced Serverデータベースには、dblink_oraをインストールおよび構成する
必要があります。 dblink_oraを参照してください。

-allDBLinks [link_Name_1=password_1,link_Name_2=password_2,...]

Oracleデータベースリンクを移行するには、このオプションを選択します。ソースデータベースの各リンク
接続のパスワード情報は暗号化されるため、指定しない限り、ダミーパスワード edbに置き換えられます。

接続したユーザーのダミーパスワードとして edbを使用して、すべてのデータベースリンクを移行するには
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$./runMTK.sh -allDBLinks HR

または、スペース文字を介さない name=valueペアのコンマ区切りリストを介して、各データベースリンク
のパスワードを指定できます。ペアの左側にリンク名を指定し、右側にパスワード値を指定します。

コマンドラインで指定された実際のパスワードを使用してすべてのデータベースリンクを移行するには

$./runMTK.sh -allDBLinks LINK_NAME1=abc,LINK_NAME2=xyz HR

Migration Toolkitは、EnterpriseDBで現在サポートされているデータベースリンクタイプのみを移行しま
す。これらのタイプには、パブリックおよびプライベートタイプの固定ユーザーリンクが含まれます。

-allSynonyms

-allSynonymsオプションを含めて、すべてのパブリックおよびプライベートシノニムをOracleデータベー
スから EDB Postgres Advanced Serverデータベースに移行します。同じ名前のシノニムがターゲットデー
タベースに既に存在する場合、既存のシノニムは移行したバージョンに置き換えられます。

-allPublicSynonyms

-allPublicSynonymsオプションを含めて、すべてのパブリックシノニムをOracleデータベースから EDB
Postgres Advanced Serverデータベースに移行します。同じ名前のシノニムがターゲットデータベースに既
に存在する場合、既存のシノニムは移行したバージョンに置き換えられます。

-excludeSynonyms <synonym_list>

選択した同義語を移行から除外します。 synonym_listは、スペース文字を含まないシノニム名のコンマ
区切りリストです。このオプションは、スキーマのすべてのシノニムが-allSynonymsオプションを使用
して移行のために選択される場合に適用されます。

例 -allSynonyms -excludeSynonyms SYNEMP1,SYNEMP2

-allPrivateSynonyms

-allPrivateSynonymsオプションを含めて、すべてのプライベートシノニムを Oracleデータベースから
EDB Postgres Advanced Serverデータベースに移行します。同じ名前のシノニムがターゲットデータベース
に既に存在する場合、既存のシノニムは移行したバージョンに置き換えられます。

-useOraCase

-useOraCaseオプションを含めて、Oracleデータベースから EDB Postgres Advanced Serverデータベース
に移行するときに、すべてのデータベースオブジェクトの Oracleのデフォルトの大文字の命名規則を保持
します。

大文字の命名規則は、テーブル、ビュー、シーケンス、プロシージャ、ファンクション、トリガー、パッ
ケージなどで保持されます。これらのデータベースオブジェクトの場合、大文字の命名規則は以下に適用
されます。

• データベースオブジェクトの名前

• テーブル、ビューのカラム名、キー名、インデックス名、制約名など

• ビューの SELECT列リスト

• プロシージャまたはファンクションヘッダーの一部であるパラメーター名
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注釈: プロシージャ、ファンクション、トリガー、またはパッケージのプロシージャルコード本体では、エ
ラーなしで実行するにはプログラムの識別子参照を手動で編集する必要がある場合があります。このよう
な修正は、発生した可能性のある識別子参照の適切な大文字と小文字の変換に関するものです。

注釈: -useOraCaseオプションを指定する場合、 -skipUserSchemaCreationオプションも指定する必要があ
る場合があります。詳細については、 -skipUserSchemaCreationオプションの説明を参照してください。

-useOraCaseオプションを使用しないMigration Toolkitのデフォルト動作は、データベースオブジェクト
が引用符で囲まれて Oracleで明示的に作成されていない限り、引用符で囲まずに Oracleからデータベース
オブジェクト名が抽出されることです。以下は、Migration Toolkitで-offlineMigrationオプションを使
用して生成されたテーブルコマンドの一部です。

CREATE TABLE DEPT (

DEPTNO NUMBER(2) NOT NULL,

DNAME VARCHAR2(14),

LOC VARCHAR2(13)

);

ALTER TABLE DEPT ADD CONSTRAINT DEPT_PK PRIMARY KEY (DEPTNO);

ALTER TABLE DEPT ADD CONSTRAINT DEPT_DNAME_UQ UNIQUE (DNAME);

次に、このテーブルを移行して EDB Postgres Advanced Serverで作成すると、引用符で囲まれていないオ
ブジェクト名はすべて小文字に変換されるため、テーブルは次のように EDB Postgres Advanced Serverに
表示されます。

Table "edb.dept"

Column | Type | Modifiers

- -------+-----------------------+-----------

deptno | numeric(2,0) | not null

dname | character varying(14) |

loc | character varying(13) |

Indexes:

"dept_pk" PRIMARY KEY, btree (deptno)

"dept_dname_uq" UNIQUE CONSTRAINT, btree (dname)

EDB Postgres Advanced Serverアプリケーションが、引用符で囲まれた大文字の識別子を使用して移行され
たデータベースオブジェクトを参照している場合、データベースオブジェクト名が小文字になっているた
め、アプリケーションは失敗します。

usepostcase=# SELECT * FROM "DEPT";

ERROR: relation "DEPT" does not exist

LINE 1: SELECT * FROM "DEPT";

アプリケーションが引用符で囲まれた大文字の識別子を使用している場合、-useOraCaseオプションを使
用して移行を実行します。DDLは、すべてのデータベースオブジェクト名を引用符で囲みます。
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CREATE TABLE "DEPT" (

"DEPTNO" NUMBER(2) NOT NULL,

"DNAME" VARCHAR2(14),

"LOC" VARCHAR2(13)

);

ALTER TABLE "DEPT" ADD CONSTRAINT "DEPT_PK" PRIMARY KEY ("DEPTNO");

ALTER TABLE "DEPT" ADD CONSTRAINT "DEPT_DNAME_UQ" UNIQUE ("DNAME");

次に、このテーブルを移行して EDB Postgres Advanced Serverで作成すると、すべてのオブジェクト名が
大文字で維持されるため、テーブルは次のように EDB Postgres Advanced Serverに表示されます。

Table "EDB.DEPT"

Column | Type | Modifiers

- -------+-----------------------+-----------

DEPTNO | numeric(2,0) | not null

DNAME | character varying(14) |

LOC | character varying(13) |

Indexes:

"DEPT_PK" PRIMARY KEY, btree ("DEPTNO")

"DEPT_DNAME_UQ" UNIQUE CONSTRAINT, btree ("DNAME")

アプリケーションは、引用符で囲まれた大文字の名前を使用してオブジェクトにアクセスできます。

useoracase=# SELECT * FROM "DEPT";

DEPTNO | DNAME | LOC

- -------+------------+----------

10 | ACCOUNTING | NEW YORK

20 | RESEARCH | DALLAS

30 | SALES | CHICAGO

40 | OPERATIONS | BOSTON

(4 rows)

-skipUserSchemaCreation

Oracleユーザーが移行されると、ロールがまだ存在しない場合、Oracleユーザーのターゲットデータベー
スサーバーにロールつまりユーザー名が作成されます。ロール名は小文字で作成されます。新しいロール
が作成されると、同じ名前のスキーマも小文字で作成されます。

-skipUserSchemaCreationオプションを指定すると、移行された Oracleユーザー名の自動スキーマ作成
が防止されます。このオプションは、-useOraCaseオプションが指定されている場合に特に役立ち、大文
字と小文字のみが異なる同じ名前で 2つのスキーマを作成するのを防ぎます。-useOraCaseオプションを
指定すると、Migration Toolkitが呼び出されるときにオプションリストに続いて指定されたソーススキーマ
の大文字の Oracle命名規則でスキーマが作成されます。

したがって、-skipUserSchemaCreationオプションを使用せずに-useOraCaseオプションを指定すると、
ターゲットデータベースには、1つは小文字、もう 1つは大文字の 2つの同じ名前のスキーマがあります。
-useOraCaseオプションが-skipUserSchemaCreationオプションとともに指定された場合、ターゲット
データベースには大文字のスキーマのみが含まれます。
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その他のオプション

これらの移行オプションを使用して、Migration Toolkitのヘルプとバージョン情報を表示します。これらの
オプションを使用して、Migration Toolkitのフィードバックとログオプションを制御することもできます。

-help

アプリケーションのコマンドラインの使用情報を表示します。

-logDir <log_path>

このオプションを含めて、ログファイルを書き込む場所を指定します。<log_path>は、ログファイルを
保存する場所です。デフォルトでは、Linuxではログファイルは次の場所に書き込まれます。

$HOME/.enterprisedb/migration-toolkit/logs

Windowsでは、ログファイルは次の場所に保存されます。

%HOMEDRIVE%%HOMEPATH%\.enterprisedb\migration-toolkit\logs

-logFileCount <file_count>

このオプションを含めて、ログファイルのローテーションで使用されるファイルの数を指定します。0の値
を指定して、ログファイルのローテーションを無効にし、単一のログファイルを作成します。このファイ
ルは、logFileSizeオプションを使用して指定された値に達すると、切り捨てられます。<file_count>

は 0以上である必要があります。デフォルトは 20です。

-logFileSize <file_size>

新しいログファイルにローテーションする前に、このオプションを含めて最大ファイルサイズ制限をMB
単位で指定します。file_sizeは 0より大きい必要があります。デフォルトは 50です。

-logBadSQL

失敗したオブジェクトのスキーマ定義 DDLスクリプトをファイルに保存するには、このオプションを含め
ます。ファイルはエラーログに使用されるのと同じパスの下に保存され、次の形式で名前付けられます。

mtk_bad_sql_<schema_name_timestamp>.sql

schema_nameはスキーマの名前であり、timestampはMigration Toolkit実行のタイムスタンプです。

-verbose [on|off]

アプリケーションログメッセージを標準出力に表示します。デフォルトでは、verboseはオンになってい
ます。

-version

Migration Toolkitのバージョンを表示します。

72 第 3章 Using Migration Toolkit



Migration Toolkit,リリース 55.8.0

例

この例では、 Oracleから EDB Postgres Advanced Serverへの移行を実行します。

以下は、toolkit.propertiesファイルの内容です。

SRC_DB_URL=jdbc:oracle:thin:@192.168.2.6:1521:xe

SRC_DB_USER=edb

SRC_DB_PASSWORD=password

TARGET_DB_URL=jdbc:edb://localhost:5444/edb

TARGET_DB_USER=enterprisedb

TARGET_DB_PASSWORD=password

次のコマンドは、Migration Toolkitを呼び出します。

$ ./runMTK.sh EDB

__OUTPUT__

Running EnterpriseDB Migration Toolkit (Build 48.0.0) ...

Source database connectivity info...

conn =jdbc:oracle:thin:@192.168.2.6:1521:xe

user =edb

password= **** *\*

Target database connectivity info...

conn =jdbc:edb://localhost:5444/edb

user =enterprisedb

password= **** *\*

Connecting with source Oracle database server...

Connected to Oracle, version Oracle Database 10g Express Edition

Release 10.2.0.1.0 - Production

Connecting with target EnterpriseDB database server...

Connected to EnterpriseDB, version 9.4.0.0

Importing redwood schema EDB...

Creating Schema...edb

Creating Sequence: NEXT_EMPNO

Creating Tables...

Creating Table: BAD_TABLE

MTK-15013: Error Creating Table BAD_TABLE

DB-42704: ERROR: type "binary_double" does not exist at position 58

- - CREATE TABLE BAD_TABLE (

- - F1 NUMBER NOT NULL,

- - Line 3: F2 BINARY_DOUBLE

- - ^

Creating Table: DEPT

Creating Table: EMP

Creating Table: JOBHIST

Creating Table: "MixedCase"

(次のページに続く)
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Creating Table: "lowercase"

Created 5 tables.

Loading Table Data in 8 MB batches...

Loading Table: DEPT ...

[DEPT] Migrated 4 rows.

[DEPT] Table Data Load Summary: Total Time(s): 0.147 Total Rows: 4

Loading Table: EMP ...

[EMP] Migrated 14 rows.

[EMP] Table Data Load Summary: Total Time(s): 0.077 Total Rows: 14

Loading Table: JOBHIST ...

[JOBHIST] Migrated 17 rows.

[JOBHIST] Table Data Load Summary: Total Time(s): 0.042 Total Rows: 17

Total Size(MB): 9.765625E-4

Loading Table: "MixedCase" ...

["MixedCase"] Table Data Load Summary: Total Time(s): 0.098 Total Rows:0

Loading Table: "lowercase" ...

["lowercase"] Table Data Load Summary: Total Time(s): 0.066 Total Rows:0

Data Load Summary: Total Time (sec): 0.806 Total Rows: 35 Total

Size(MB): 0.001

Creating Constraint: DEPT_PK

Creating Constraint: DEPT_DNAME_UQ

Creating Constraint: EMP_PK

Creating Constraint: JOBHIST_PK

Creating Constraint: SYS_C008958

MTK-15001: Error Creating Constraint SYS_C008958

DB-42P01: com.edb.util.PSQLException: ERROR: relation "bad_table" does

not exist

Creating Constraint: EMP_REF_DEPT_FK

Creating Constraint: EMP_SAL_CK

Creating Constraint: JOBHIST_REF_DEPT_FK

Creating Constraint: JOBHIST_REF_EMP_FK

Creating Constraint: JOBHIST_DATE_CHK

Creating Trigger: USER_AUDIT_TRIG

Creating Trigger: EMP_SAL_TRIG

MTK-13009:Warning! Skipping migration of trigger DROP_TRIGGER, currently

non-table triggers are not supported in target database.

Creating View: SALESEMP

Creating Function: EMP_COMP

Creating Package: EMP_ADMIN

MTK-16005:Package Body is Invalid, Skipping...

Schema EDB imported with errors.

MTK-12001: The user/role migration failed due to insufficient

privileges.

Grant the user SELECT privilege on the following Oracle catalogs:

DBA_ROLES
(次のページに続く)
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DBA_USERS

DBA_TAB_PRIVS

DBA_PROFILES

DBA_ROLE_PRIVS

ROLE_ROLE_PRIVS

DBA_SYS_PRIVS

One or more schema objects could not be imported during the migration

process. Please review the migration output for more details.

Migration logs have been saved to

/home/user/.enterprisedb/migration-toolkit/logs

**** **** **** **** **** Migration Summary **** **** **** **** ****

Sequences: 1 out of 1

Tables: 5 out of 6

Constraints: 9 out of 10

Triggers: 2 out of 3 (skipped 1)

Views: 1 out of 1

Functions: 1 out of 1

Packages: 1 out of 1

Total objects: 30

Successful count: 20

Failed count: 2

Skipped count: 1

Invalid count: 7

List of failed objects

======================

Tables

- -------------------

1. EDB.BAD_TABLE

Constraints

- -------------------

1. EDB.BAD_TABLE.SYS_C008958

List of invalid objects

=======================

1. EDB.HIRE_CLERK (FUNCTION)

2. EDB.NEW_EMPNO (FUNCTION)

3. EDB.EMP_ADMIN (PACKAGE BODY)

4. EDB.EMP_QUERY (PROCEDURE)

5. EDB.EMP_QUERY_CALLER (PROCEDURE)
(次のページに続く)
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6. EDB.LIST_EMP (PROCEDURE)

7. EDB.SELECT_EMP (PROCEDURE)

**** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ␣

↪→**** *

スキップされたサポートされていないデータベースオブジェクトは省略されます。移行情報は、実行の最
後にある移行の概要に要約されます。
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第4章 Troubleshooting

4.1 Migration errors

移行プロセス中に、移行の概要に移行の進行状況が表示されます。エラーが発生した場合、概要にエラー
に関する情報が表示されます。移行の概要はログファイルにも書き込まれます。

Linuxでは、ログファイルのデフォルトの場所は次のとおりです。

$HOME/.enterprisedb/migration-toolkit/logs

Windowsでは、ログファイルは次の場所に保存されます。

%HOMEDRIVE%%HOMEPATH%\.enterprisedb\migration-toolkit\logs

Migration Toolkitの-logdir <log_path>オプションを使用して、代替ログファイルの場所を指定できます。

4.1.1 接続エラー

Migration Toolkitは、
toolkit.properties fileからの情報を使用して、ソースデータベースとターゲットデータベースに接続し
ます。

Migration Toolkitの使用時に発生する接続エラーのほとんどは、toolkit.propertiesファイルで指定さ
れた情報に関連しています。

無効なユーザー名/パスワード

• Migration Toolkitを使用して Oracleデータベースから移行を実行しようとすると、次のエラーが発生
します。

MTK-11009: Error Connecting Database "Oracle"

DB-1017: java.sql.SQLException: ORA-01017: invalid username/password;

logon denied

The user name or password specified in the `toolkit.properties` file is

not valid to use to connect to the Oracle source database.

このエラーを解決するには、 toolkit.properties ファイルを編集し、SRC_DB_USER および
SRC_DB_PASSWORD プロパティで移行を実行する権限を持つ有効なユーザーの名前とパスワードを指定
します。
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接続が拒否されました。致命的な:パスワード

• Migration Toolkitを使用して移行を実行しようとすると、次のエラーが発生します。

MTK-11009: Error Connecting Database "EDB Postgres EDB Postgres Advanced Server"

DB-28P01: com.edb.util.PSQLException: FATAL: password authentication

failed for user "name"

toolkit.propertiesファイルで指定されたユーザー名またはパスワードは、Postgresデータベースへの
接続に使用するには無効です。

このエラーを解決するには、 toolkit.properties ファイルを編集し、TARGET_DB_USER および
TARGET_DB_PASSWORD プロパティで移行を実行する権限を持つ有効なユーザーの名前とパスワードを指
定します。

例外 ORA-28000アカウントはロックされています

• Migration Toolkitを使用して Oracleデータベースから移行を実行しようとすると、次のエラーメッ
セージが表示されます。

MTK-11009: Error Connecting Database "Oracle"

DB-28000: java.sql.SQLException: ORA-28000: the account is locked

The Oracle account associated with the user name specified in the

toolkit.properties file is locked.

このエラーを解決するには、Oracle サーバーでユーザーアカウントのロックを解除するか、toolkit.

properties ファイルを編集して、 SRC_DB_USER および SRC_DB_PASSWORD パラメーターで移行を実行
する権限を持つ有効なユーザーの名前とパスワードを指定します。

例外 oracle.jdbc.driver.OracleDriver

• Migration Toolkitを使用して移行を実行しようとすると、移行は失敗し、次のエラーメッセージが表
示されます。

MTK-11009: Error Connecting Database "Oracle"

java.lang.ClassNotFoundException: oracle.jdbc.driver.OracleDriver

Migration Toolkitを使用する前に、移行元のデータベースの適切な JDBCドライバーをダウンロードして
インストールする必要があります。完全な手順については、 Installing a JDBC driverを参照してください。
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I/O例外ネットワークアダプターは接続を確立できませんでした。

• Migration Toolkitを使用して移行を実行しようとすると、次のエラーが発生します。

MTK-11009: Error Connecting Database "Oracle"

DB-17002: java.sql.SQLException: Io exception: The

Network Adapter could not establish the connection

toolkit.properties ファイルで指定されたソースデータベースの JDBC URLには、無効な接続プロパ
ティが含まれています。

このエラーを解決するには、 toolkit.properties fileを編集し、 SRC_DB_URLプロパティでソースデータベー
スの有効な接続情報を指定します。SRC_DB_URL値はデータベース固有です。ソースデータベースタイプ
の詳細については、 Building the toolkit-properties fileを参照してください。

例外「ターゲット」データベースに指定された URLは無効です

• Migration Toolkitを使用して移行を実行しようとすると、次のエラーが発生します。

MTK-10045: The URL specified for the "target" database is invalid.

Check the connectivity credentials.

toolkit.properties ファイルで指定されたターゲットデータベース EDB Postgres Advanced Server の
JDBC URLには、無効な接続プロパティが含まれています。

このエラーを解決するには、toolkit.propertiesファイルを編集し、TARGET_DB_URLプロパティでター
ゲットデータベースの有効な接続情報を指定します。 EDB Postgres Advanced Serverの JDBC URLの形成
については、 Defining an EDB Postgres Advanced Server URLを参照してください。

4.1.2 移行エラー

次のエラーは、Migration Toolkitがターゲットおよびソースデータベースサーバーに正常に接続した後に発
生する可能性があります。

エラー最後の予想される列の後に余分なデータ

*テーブルをオンラインで移行すると、次のエラーメッセージが表示されます。

MTK-17001: Error Loading Data into Table: table_name

DB-22P04: com.edb.util.PSQLException: ERROR: extra data after last

expected column

Where: COPY table_name, line 5: "50|HR|LOS|ANGELES"
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このエラーは、table_nameの列のデータに区切り文字が含まれる場合に発生します。このエラーを修正
するには、区切り文字をテーブルコンテンツにない文字に変更します。

注釈: この例では、パイプ文字|が最後の列に挿入するためのテキスト `LOS|ANGELES`にあり、-copyDelimiter
'|' オプションを使用してMigration Toolkitが実行されますが、エラーが発生します。

テーブル TABLE_NAME へのデータのロードエラー

データのみの移行を実行すると、次のエラーが発生します。

MTK-17001: Error Loading Data into Table: TABLE_NAME

DB-42P01: com.edb.util.PSQLException: ERROR: relation

"schema.\ table_name" does not exist

*I also get the error:*

Trying to reload table: TABLE_NAME through bulk inserts with a batch

size of 100

MTK-17001: Error Loading Data into Table: TABLE_NAME

DB-42P01: com.edb.util.PSQLException: ERROR: relation

"schema.\ table_name" does not exist

データを移行する前に、ターゲットデータベースでデータを受信するテーブルを作成する必要があります。
TABLE_NAMEの名前を持つテーブルがターゲットデータベースに存在することを確認します。必要に応
じてテーブルを作成し、データの移行を再試行します。

コンストレイン CONS_NAME_FKの作成中にエラーが発生しました

• インデックスと制約を含むテーブルの移行を実行すると、次のエラーメッセージが表示されます。

MTK-15001: Error Creating Constraint EMP_DEPT_FK

DB-42P01: com.edb.util.PSQLException: ERROR: relation "hr.departments"

does not exist

Creating Constraint: EMP_JOB_FK

MTK-15001: Error Creating Constraint EMP_JOB_FK

DB-42P01: com.edb.util.PSQLException: ERROR: relation "hr.jobs" does not exist

Creating Constraint: EMP_MANAGER_FK

Schema HR imported with errors.

One or more schema objects could not be imported during the migration

process. Please review the migration output for more details.

Migration logs have been saved to

/home/user/.enterprisedb/migration-toolkit/logs

**** **** **** **** **** Migration Summary **** **** **** **** ****

Tables: 1 out of 1

Constraints: 4 out of 6

(次のページに続く)
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Total objects: 7

Successful count: 5

Failed count: 2

Invalid count: 0

List of failed objects

======================

Constraints

- -------------------

1. HR.EMPLOYEES.EMP_DEPT_FK

2. HR.EMPLOYEES.EMP_JOB_FK

移行しているテーブルには、ターゲットデータベースに存在しないテーブルの外部キー制約が含まれてい
ます。Migration Toolkitは、外部キー制約を省略してテーブルを作成します。

Migration Toolkitコマンドに-skipFKConstオプションを含めることにより、エラーメッセージの生成を回
避できます。

テーブルへのデータのロードエラー

テーブル定義は既に移行しています。データをテーブルに移行しようとすると、エラーが発生します。

MTK-17001: Error Loading Data into Table: DEPARTMENTS

DB-22P04: com.edb.util.PSQLException: ERROR: extra data after last

expected column

Where: COPY departments, line 1: "10 Administration 200 1700"

Trying to reload table: DEPARTMENTS through bulk inserts with a batch

size of 100

MTK-17000: Batch entry 0 INSERT INTO hr.DEPARTMENTS VALUES (10,

Administration, 200, 1700); was aborted. Call getNextException to see

the cause.

DB-42601: java.sql.BatchUpdateException: Batch entry 0 INSERT INTO

hr.DEPARTMENTS VALUES (10, Administration, 200, 1700); was aborted.

Call getNextException to see the cause., Skipping Batch

MTK-17000:ERROR: INSERT has more expressions than target columns

Position: 48

[DEPARTMENTS] Table Data Load Summary: Total Time(s): 0.037 Total Rows:0

Data Load Summary: Total Time (sec): 0.168 Total Rows: 0 Total Size(MB):0.0

Schema HR imported with errors.

ターゲットデータベースのテーブル定義は、移行されたデータと一致しません。ターゲットまたはソース
テーブルを変更した場合は、テーブル定義とデータに互換性があることを確認します。

4.1. Migration errors 81



Migration Toolkit,リリース 55.8.0

エラー:値がタイプに対して長すぎます

テーブル定義は既に移行しています。データをテーブルに移行しようとすると、次のエラーが発生します。

MTK-17001: Error Loading Data into Table: DEPARTMENTS

DB-22001: com.edb.util.PSQLException: ERROR: value too long for type

character(1)

Where: COPY departments, line 1, column location_id: "1700"

Trying to reload table: DEPARTMENTS through bulk inserts with a batch

size of 100

MTK-17000: Batch entry 0 INSERT INTO hr.DEPARTMENTS VALUES (10,

Administration, 200, 1700); was aborted. Call getNextException to see

the cause.

DB-22001: java.sql.BatchUpdateException: Batch entry 0 INSERT INTO

hr.DEPARTMENTS VALUES (10, Administration, 200, 1700); was aborted.

Call getNextException to see the cause., Skipping Batch

MTK-17000:ERROR: value too long for type character(1)

ターゲットデータベースの列は、移行されたデータを受信するのに十分な大きさではありません。この問
題は、移行後にテーブル定義が変更された場合に発生する可能性があります。列名この例では location_id
は、Where: で始まる行で指定されます。

COPY departments, line 1, column location_id: "1700"

問題を修正するには、列サイズを調整し、移行を再試行します。

エラー:スレッドの例外:OutOfMemoryError

• MySQLデータベースから移行するときに、次のエラーが発生しました。

Loading Table: big_range ...

Exception in thread "dataload_job_1" java.lang.OutOfMemoryError: Java

heap space

at com.mysql.jdbc.MysqlIO.nextRow(MysqlIO.java:1370)

at com.mysql.jdbc.MysqlIO.readSingleRowSet(MysqlIO.java:2369)

at com.mysql.jdbc.MysqlIO.getResultSet(MysqlIO.java:451)

at com.mysql.jdbc.MysqlIO.readResultsForQueryOrUpdate(MysqlIO.java:2076)

at com.mysql.jdbc.MysqlIO.readAllResults(MysqlIO.java:1451)

at com.mysql.jdbc.MysqlIO.sqlQueryDirect(MysqlIO.java:1787)

at com.mysql.jdbc.Connection.execSQL(Connection.java:3277)

at com.mysql.jdbc.Connection.execSQL(Connection.java:3206)

at com.mysql.jdbc.Statement.executeQuery(Statement.java:1232)

at com.edb.dbhandler.mysql.Data.getTableData(Data.java:90)

at com.edb.DataLoader.loadDataInFastMode(DataLoader.java:594)

at com.edb.DataLoader.run(DataLoader.java:186)

at java.lang.Thread.run(Thread.java:722)
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デフォルトでは、MySQL JDBCドライバーは、テーブル内のすべての行を 1回のネットワークラウンドト
リップでMigration Toolkitに取得します。この動作は、大規模なテーブルの使用可能なメモリを簡単に超
過する場合があります。

この問題を修正するには、移行を再試行するときにコマンドライン引数として-fetchSize 1を指定します。

不正なタイムスタンプと夏時間

MSSQL JDBCドライバーを使用して SQL Serverから PostgreSQLに移行する場合、エラーが観察されない
場合があります。ソースデータベースに、夏時間が有効であった時の時間範囲内のタイムスタンプ値を含
む行が含まれている場合、それらは間違ったタイムスタンプでターゲットデータベースに移行されます。

この問題を解決するには、 runMTK.shファイルを更新し、オプション-Duser.timezone=GMTを提供でき
ます。これはツールキットの実行時に動作します。

例、元の行

runJREApplication $JAVA_HEAP_SIZE -Dprop=$base/etc/toolkit.properties -cp $base/bin/

↪→edb-migrationtoolkit.jar:$base/lib/* com.edb.MigrationToolkit "$@"

これは、 -cpオプションの前に挿入された-Duser.timezone=GMTで更新する必要があります。

runJREApplication $JAVA_HEAP_SIZE -Dprop=$base/etc/toolkit.properties -Duser.

↪→timezone=GMT -cp $base/bin/edb-migrationtoolkit.jar:$base/lib/* com.edb.

↪→MigrationToolkit "$@"

4.2 Error codes

Migration Toolkitは問題が発生すると、エラーコードとメッセージの形式で通知を発行します。

各エラーコードは、プレフィックスMTK-で始まり、5つの数字が続きます。最初の 2桁は、エラーの一般
的な分類であるエラークラスを示します。最後の 3桁は、特定のエラー条件を表します。

表には、エラークラスがリストされています。

Error Class Description

00 正常に完了しました
01 インフォメーション
02 警告
03 一般的な恐怖
0x 予約済み
10 無効なユーザー入力
11 構成エラー
12 十分な権限
13 サポートされていない機能

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Error Class Description

14 見つからないオブジェクト
15 スキーマの移行
16 プロシージャル言語の移行
17 データの読み込み

特定のデータベースサーバーから報告されたエラーがある場合、このエラーメッセージには DB-という接
頭辞が付きます。たとえば、Postgresデータベースサーバーの既存のテーブルが原因でテーブルの作成が
失敗した場合、エラーコード 42P07がデータベースサーバーから返されます。Migration Toolkitログの特
定のエラーは DB-42P07として表示されます。

4.2.1 エラーコードの概要

次の表の Error code列には、Migration Toolkitのエラーコードがリストされています。メッセージと解決
策列には、エラーコードとともに表示されるメッセージが含まれています。メッセージは、エラーの原因
とその解決方法を説明します。

メッセージと解像度列では、$NAMEは、実行時に適切な値に置き換えられる情報のプレースホルダーです。

クラス 02-警告

このクラスは警告メッセージを表します。

Error code Message and resolution

MTK-02000 All the warnings that relate to this class and don't have a specific error code binding
use this error code.

MTK-02001 Run 'runMTK -help' to see the usage details.
MTK-02002 Warning! The offline migration path $OFFLINE_PATH does not exist, the scripts

will be created under the user home folder.

クラス 10-無効なユーザー入力

このクラスは、無効なユーザー入力値を表します。

Error Code Message and Resolution

MTK-10000 All the errors that relate to this class and don't have a specific error code binding
use this error code.

MTK-10001 You cannot select information_schema, dbo, sys, or pg_catalog as target schemas.
These are used to store metadata information in $DATABASE.

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Error Code Message and Resolution

MTK-10002 The '-schemaOnly' and '-dataOnly' options cannot be specified at the same time.
MTK-10003 The ''\t'' is required as a copyDelimiter, when using escapeTabDelimiter option.
MTK-10004 The -truncLoad option can only be given with the -dataOnly option.
MTK-10005 The '-dataOnly' option is applicable only for -allTables/-tables option. Schema

DDL cannot be copied when this option is in place.
MTK-10006 The -constraints, -indexes and -triggers options are applicable only in the context

of -allTables/-tables option.
MTK-10007 The '-vacuumAnalyze' and '-analyze' options cannot be specified at the same time.
MTK-10008 The -skipFKConst option can only be given with -constraints option.
MTK-10009 The -skipCKConst option can only be given with -constraints option.
MTK-10010 The -fastCopy option cannot be specified with -schemaOnly option.
MTK-10011 The -skipColDefaultClause cannot be specified with -dataOnly option.
MTK-10012 The '-customColTypeMapping' and '-customColTypeMappingFile' options cannot

be specified at the same time.
MTK-10013 Provided default date time must be in following format 'yyyy-MM-dd_HH:mm:ss'.

Time portion is optional, to specify time, the underscore symbol '_' is necessary.
MTK-10014 You cannot select MySQL and Sybase as the target database for migration.
MTK-10015 Copy delimiter should be a single character.
MTK-10016 Batch size should be between 1 - 50000.
MTK-10017 Invalid number for batch size, use a number from 1-50000.
MTK-10018 Copy Batch Size should be greater than 0.
MTK-10019 Invalid number for Copy Batch Size, use a number > 0.
MTK-10020 Fetch Size should be greater than 0.
MTK-10021 Invalid number for Fetch Size, use a number > 0.
MTK-10022 One or more of the command-line arguments is invalid.
MTK-10023 The -targetDBVersion value should be specified using major.*minor* pattern.
MTK-10024 The -targetDBVersion can only be used with -offlineMigration mode.
MTK-10025 Options (-constraints I -indexes I -triggers I -tables I -views I -sequences I -procs I

-funcs I -packages I -synonyms) cannot be used with multiple schemas option.
MTK-10026 The -allSchemas option should be specified as the last option in the command-line

options list.
MTK-10027 You have specified invalid command-line arguments. Run 'runMTK -help' to see

the usage details.
MTK-10028 The -replaceNullChar cannot be specified with -schemaOnly option.
MTK-10029 The -nullReplacementChar can only be specified with -replaceNullChar option.
MTK-10030 The -ignoreCheckConstFilter can only be given with -constraints option.
MTK-10031 The -enableConstBeforeDataLoad can only be given with -truncLoad option.
MTK-10032 The retryCount value should be greater than 0.
MTK-10033 Invalid number for retryCount, use a number > 0.
MTK-10034 The loaderCount value should be greater than 0.
MTK-10035 Invalid number for loaderCount, use a number > 0.
MTK-10036 Cannot use singleDataFile option for offline data migration in COPY format.

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Error Code Message and Resolution

MTK-10037 The offline data migration in COPY format is supported only when PostgreSQL or
EnterpriseDB (EDB Postgres Advanced Server) is the target database.

MTK-10038 The $SCHEMA cannot be used as schema name in $DATABASE. Choose a different
schema name via -targetSchema option.

MTK-10039 Log file size should be greater than 0.
MTK-10040 Log file count should be greater than or equal to 0.
MTK-10041 Offline migration can only be used with schema only option.
MTK-10042 The copyViaDBLinkOra option can only be used for copying data from Oracle to

EnterpriseDB.
MTK-10043 The -recreateConst option can only be given with the -dataOnly option.
MTK-10044 The $DATABASE database type is not supported by Migration Toolkit. Spec-

ify a valid database type string (i.e., EnterpriseDB, Postgres, Oracle, SQLServer,
Sybase, or MySQL).

MTK-10045 The URL specified for the $DATABASE database is invalid. Check the connectivity
credentials.

MTK-10046 The -escapeKeywords value may be true or false.
MTK-10047 The -useOraCase option can only be used for migration from Oracle.
MTK-10048 The Postgres exported snapshot id is invalid.
MTK-10049 The URL specified for the Oracle database is not supported by dblink_ora. Check

the connectivity credentials and provide a valid URL.
MTK-10050 The schema $SCHEMA not found on source database.
MTK-10051 The skipUserSchemaCreation option can only be used for user migration from Or-

acle to EnterpriseDB.
MTK-10052 The -truncLoad option cannot be used with offline data migration.
MTK-10053 The -parallelLoadRowLimit should be greater than 0.
MTK-10054 Invalid number for -parallelLoadRowLimit, use an integer in the range of 1 to

$MAX_LIMIT.
MTK-10055 The -parallelLoadRowLimit cannot be specified with -schemaOnly option.
MTK-10056 The -loaderCount cannot be specified with -schemaOnly option.
MTK-10057 The -tableLoaderLimit should be greater than 0.
MTK-10058 Invalid number for -tableLoaderLimit, use an integer in the range of 1 to

$MAX_LIMIT.
MTK-10059 The -tableLoaderLimit cannot be specified with -schemaOnly option.
MTK-10060 The parallel loading options (-loaderCount, -parallelLoadRowLimit, -

tableLoaderLimit) are only supported for Oracle, EnterpriseDB and PostgreSQL
source databases.

MTK-10061 The -fastCopy cannot be specified with table-level parallel loading context (-
tableLoaderLimit > 1).

MTK-10062 The '-copyViaDBLinkOra' option cannot be used with offline data migration.
MTK-10063 The permutation of source database type $DATABASE and target database type

$DATABASE is not supported.
MTK-10064 The '-tables' and '-excludeTables' options cannot be specified at the same time.

Please specify one of the options.

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Error Code Message and Resolution

MTK-10065 The '-views' and '-excludeViews' options cannot be specified at the same time.
Please specify one of the options.

MTK-10066 The table name should be schema qualified when used in multiple schemas context.
MTK-10067 The '-sequences' and '-excludeSequences' options cannot be specified at the same

time. Please specify one of the options.
MTK-10068 The '-procs' and '-excludeProcs' options cannot be specified at the same time. Please

specify one of the options.
MTK-10069 The '-funcs' and '-excludeFuncs' options cannot be specified at the same time.

Please specify one of the options.
MTK-10070 The '-packages' and '-excludePackages' options cannot be specified at the same time.

Please specify one of the options.
MTK-10071 The '-synonyms' and '-excludeSynonyms' options cannot be specified at the same

time. Please specify one of the options.
MTK-10072 The '-queues' and '-excludeQueues' options cannot be specified at the same time.

Please specify one of the options.
MTK-10073 The connRetryCount value should be between 0 and 50.
MTK-10074 Invalid value for connRetryCount, use a number between 0 and 50.
MTK-10075 The connRetryInterval value should be between 0 and 900.
MTK-10076 Invalid value for 'connRetryInterval', use a number between 0 and 900.
MTK-10077 The '-pgIdleTxSessionTimeOut' value should be greater than 0.

クラス 11-構成の問題

このクラスは、 toolkit.propertiesファイルまたはMigration Toolkitで使用されるその他の構成ファイ
ルの無効な構成設定を表します。

Error code Message and resolution

MTK-11000 All the errors that relate to this class and don't have a specific error code binding
use this error code.

MTK-11001 The properties file containing table filter clause cannot be loaded.
MTK-11002 The custom type mapping file couldn't be loaded. Reason: $REASON.
MTK-11003 The custom type mapping file contains an invalid mapping entry.
MTK-11004 The custom type mapping file doesn't contain any mapping entry.
MTK-11005 Connectivity information for source database is not available.
MTK-11006 Connectivity information for target database is not available.
MTK-11007 Unable to create the logs directory. $PATH.
MTK-11008 The properties file containing table columns filter list cannot be loaded.
MTK-11009 Error Connecting Database $DATABASE.
MTK-11010 Error loading $DBLINKORA_FILE file.

次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Error code Message and resolution

MTK-11011 Error while loading DBLink Ora module. $DBLINKORA_MODULE. Verify that
dblink_ora is installed/configured on target EnterpriseDB server. Please see the
Database Compatibility for Oracle Developer's Guide for more information about
installing and configuring the dblink_ora module.

MTK-11012 Error while loading given DBLink_Ora module. $DBLINKORA_MODULE. Ver-
ify that dblink_ora is installed/configured on target EnterpriseDB server. Please
see the Database Compatibility for Oracle Developer's Guide for more information
about installing and configuring the dblink_ora module.

MTK-11013 Could not load DBLinkOra Module.
MTK-11014 Error connecting to DBLinkOra.
MTK-11015 The connection credentials file $TOOLKIT_PROP_FILE is not secure and acces-

sible to group/others users. This file contains plain passwords and should be re-
stricted to Migration Toolkit owner user only.

MTK-11016 Data loader task failed to initialize. Reason: $REASON

クラス 12-十分な権限

このクラスは、データベースのユーザー/ロール情報をロードするための不十分な特権エラーを表します。

Error code Message and resolution

MTK-12000 All the errors that relate to this class and don't have a specific error code binding
use this error code.

MTK-12001 The user/role migration failed due to insufficient privileges. Grant the
user SELECT privilege on the following Oracle catalogs: DBA_ROLES,
DBA_USERS, DBA_TAB_PRIVS, DBA_PROFILES, DBA_ROLE_PRIVS,
ROLE_ROLE_PRIVS, DBA_SYS_PRIVS.

MTK-12002 The migration of privileges failed due to insufficient privileges. Grant the user
SELECT privilege on the following Oracle catalog: dba_tab_privs.

クラス 13-サポートされていない機能

このクラスは、サポートされていないオブジェクトと句の移行に関連するエラーを表します。ターゲット
データベースが指定されたオブジェクトを実装していないか、Migration Toolkitがその移行を処理しません。

Error code Message and resolution

MTK-13000 All the errors that relate to this class and don't have a specific error code binding
use this error code.

MTK-13001 Skipping index as Oracle does not allow multiple indexes against same column list.

次のページに続く
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表 6 –前のページからの続き
Error code Message and resolution

MTK-13002 For $DATABASE views migration is not supported.
MTK-13003 For $DATABASE roles migration is not supported.
MTK-13004 You cannot migrate triggers, sequences, procedures, functions, packages and syn-

onyms for MySQL, SQL Server, and Sybase databases.
MTK-13005 You cannot migrate sequences and packages for SQL Server database.
MTK-13006 Given trigger is not migrated, the trigger is owned by a different user schema and

cross-schema triggers are not supported by EnterpriseDB.
MTK-13007 The given trigger is not migrated, the trigger has WHEN clause which is not sup-

ported by EnterpriseDB.
MTK-13008 Skipping Database Link $DATABASE_LINK. EnterpriseDB currently does not sup-

port this type of Database Link.
MTK-13009 Warning! Skipping migration of trigger $TRIGGER, currently non-table triggers

are not supported in target database.
MTK-13010 You cannot migrate procedures, packages, synonyms and database links to Post-

greSQL database.
MTK-13011 Domain objects are not supported in target database.
MTK-13012 Rules are not supported in $DATABASE database.
MTK-13013 The database type is not supported.
MTK-13015 $TYPE is Not Supported by COPY.
MTK-13016 The migration to PostgreSQL is supported only when Oracle or PostgreSQL is the

source database.
MTK-13017 Groups are not supported in $DATABASE database.
MTK-13018 Profile migration is not supported in $SRC_DB to $TARGET_DB permutation.
MTK-13019 Cannot migrate unknown Profile $PROFILE.
MTK-13020 Profiles cannot be migrated to database version $VERSION.
MTK-13021 Password Profile verify function $MY_VERIFICATION_FUNCTION must be ex-

plicitly migrated.
MTK-13022 Advanced Queues migration is not supported from $SRC_DB database to $TAR-

GET_DB database.
MTK-13023 Advanced Queues cannot be migrated to database version $VERSION.
MTK-13024 The INTERVAL partition is not supported in $DATABASE, the table will be mi-

grated without INTERVAL definition.
MTK-13025 Warning! User profile migration is not supported in target database version $VER-

SION. The profile "$PROFILE" for user "$USER" will be skipped.
MTK-13026 Object Type migration is not supported from $SRC_DB to $TARGET_DB.
MTK-13027 Migration is not supported from $DATABASE database for PDB Admin

schemas/users with PDB_DBA role.
MTK-13028 PostgreSQL 10 and earlier versions do not support stored procedures.
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クラス 14-不足しているオブジェクト

このクラスは、ソースデータベースでのメタデータ情報の検出の失敗を表します。

Error code Message and resolution

MTK-14000 All the errors that relate to this class and don't have a specific error code binding
use this error code.

MTK-14001 One or more tables are missing from the source $DATABASE database.
MTK-14002 One or more tables couldn't be found in the source $DATABASE database. With

-tables mode, the table name should be in uppercase unless it is case-sensitive.
MTK-14003 One or more users couldn't be found in the source $DATABASE database. With

-users mode, the user name should be in uppercase unless it is case-sensitive.

クラス 15-スキーマの移行

このクラスは、テーブル、制約、インデックス、シノニム、ビュー、ユーザー、ロールなどの非プロシー
ジャーデータベースオブジェクトに関連する移行の問題を表します。

Error code Message and resolution

MTK-15000 All the errors that relate to this class and don't have a specific error code binding
use this error code.

MTK-15001 Error creating constraint $CONSTRAINT.
MTK-15002 Error creating role $ROLE.
MTK-15003 Error granting given privilege $PRIVILEGE on $OBJECT to $USER.
MTK-15004 Error granting $ROLE to $USER.
MTK-15005 Error granting privilege $REASON.
MTK-15006 Error creating user $USER.
MTK-15007 Error creating index $INDEX.
MTK-15008 Error creating view $VIEW.
MTK-15009 Error creating materialized view $MVIEW.
MTK-15010 Error creating public synonym $SYNONYM.
MTK-15011 Error creating private synonym $SYNONYM.
MTK-15012 Error creating sequence $SEQUENCE.
MTK-15013 Error creating table $TABLE.
MTK-15014 Error creating database link $DATABASE_LINK.
MTK-15015 Error creating given object type $OBJECT_TYPE.
MTK-15016 The table $TABLE could not be created in $DATABASE database.
MTK-15017 The linked schema $LINKED_SCHEMA doesn't exist in the target database. Create

the schema and then retry.
MTK-15018 Error creating domain $DOMAIN.
MTK-15019 Error creating custom data type $DATA_TYPE.
MTK-15020 Error creating membership for group $GROUP.

次のページに続く
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表 8 –前のページからの続き
Error code Message and resolution

MTK-15021 Table name $TABLE does not have a schema qualifier. With multiple schema mi-
gration context, each table should be schema qualified.

MTK-15022 Schema qualifier $SCHEMA does not match the schema list.
MTK-15023 The table metadata information is not available.
MTK-15024 Tables list is not initialized yet.
MTK-15025 Error while getting database metadata information.
MTK-15026 Error creating group $GROUP.
MTK-15027 Error creating Profile $PROFILE.

クラス 16-プロシージャル言語の移行

このクラスは、プロシージャー、ファンクション、パッケージ、無名ブロック、トリガー、ルールなどの
プロシージャー言語に基づいたデータベースオブジェクトに関連する移行の問題を表します。

Error code Message and resolution

MTK-16000 All the errors that relate to this class and don't have a specific error code binding
use this error code.

MTK-16001 Error Creating Trigger $TRIGGER.
MTK-16002 Error Creating Rule $RULE.
MTK-16003 Error Creating Package Spec $PACKAGE.
MTK-16004 Error Creating Package Body $PACKAGE.
MTK-16005 Package Body is invalid, skipping... Note: This error message also appears when a

package specification is successfully migrated, but there is no corresponding pack-
age body in the source database. In this case, the package specification should
function properly in the target database despite the appearance of the error mes-
sage.

MTK-16006 Error Creating Procedure $PROCEDURE.
MTK-16007 Error Creating Function $FUNCTION.
MTK-16008 Error Creating Anonymous Block $BLOCK.
MTK-16009 Error creating Queue $QUEUE.

クラス 17-データのロード

このクラスは、ソースからターゲットデータベースにデータをコピーするときに発生する可能性のあるエ
ラーを表します。
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Error code Message and resolution

MTK-17000 All the errors that relate to this class and don't have a specific error code binding
use this error code.

MTK-17001 Error Loading Data into Table: $TABLE
MTK-17002 Encoding Conversion encountered some characters that will be loaded using Bulk

Inserts instead.
MTK-17003 Error in copy tables $REASON.
MTK-17004 Invalid DataType.
MTK-17005 This Table Contains CLOB data, Marked for Bulk Insert Loading.
MTK-17006 One of the table loader threads failed while copying data for table $TABLE.

4.3 FAQ

Migration Toolkitはパッケージの移行をサポートしていますか?

Migration Toolkitは、OracleデータベースからEDB Postgres Advanced Serverへのパッケージの移行をサポー
トしています。 EDB Postgres Advanced Serverが提供する移行サポートについては、Functionality overview
を参照してください。

ソースデータベースからデータのみを転送する方法はありますか?

はい。データ転送は、オンラインまたはオフラインの移行の一部としてサポートされています。

Migration Toolkitは、CLOBデータ型のデータを含むテーブルの移行をサポートしていますか?

Migration Toolkitは、CLOBタイプのデータを含むテーブルの移行をサポートしています。

EDB Postgres Advanced Serverは列挙データ型をサポートしていますか?

EDB Postgres Advanced Serverは、現在列挙データ型をサポートしていませんが、将来のリリースでサポー
トされる予定です。それまでは、チェック制約を使用して、EDB Postgres Advanced Serverデータベース
に追加されるデータを制限できます。チェック制約は、列が取ることができる有効な値のリストを定義し
ます。

次のコードサンプルには、列の値を 3つの deptタイプのいずれかに制限するチェック制約の簡単な例が含
まれています。sales、adminまたは technical。

CREATE TABLE emp (

emp_id INT NOT NULL PRIMARY KEY,

dept VARCHAR(255) NOT NULL,

CHECK (dept IN (sales, admin, technical))

);

有効な deptタイプを入力してチェック制約をテストする場合、INSERTステートメントはエラーなしで機
能します。
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test=# INSERT INTO emp VALUES (7324, sales);

INSERT 0 1

制約 supportに含まれない値を挿入しようとすると、EDB Postgres Advanced Serverはエラーを返します。

test=# INSERT INTO emp VALUES (7325, support);

ERROR: new row for relation "emp" violates check constraint "emp_dept_check"

EDB Postgres Advanced Serverはマテリアライズドビューをサポートしていますか?

Postgresは、Oracleデータベースと互換性のあるマテリアライズドビューをサポートしていません。Postgres
でマテリアライズドビュー/サマリーテーブルを設定するには、サマリーテーブルを維持するトリガーを手
動で作成する必要があります。自動クエリリライトは現在サポートされていません。サマリーテーブルの
存在をアプリケーションに認識させる必要があります。

TIMEデータ型を含むMySQLデータベースから移行しようとすると、次のエラーが発生します。テーブ
ルへのデータのロード中にエラーが発生しました。Timeのフォーマットが正しくありません。Postgresは
MySQL `` TIME``データ型をサポートしていますか?

Postgresは、時間コンポーネントの値が 24を超えない限り、TIMEデータ型を保存することに問題はあり
ません。

Postgres とは異なり、MySQL TIME データ型では、TIME または INTERVAL 値を表す値を保存できます。
INTERVAL値を表すMySQL TIMEカラムに格納されている値は、有効な Postgres TIMESTAMP値の許容範囲
外である可能性があります。移行プロセス中に、Postgresは TIMEデータ列に格納されている値を範囲外と
認識する場合、エラーを結果ます。

接続再試行機能はどのようなユースケースをサポートしていますか?

データベーススコープ接続再試行機能により、Migration Toolkitはターゲットデータベースに再接続でき
ます。ソースデータベースの問題の再試行は、現在サポートされていません。

移行スコープこの機能により、Migration Toolkitはデータの移行を再試行できます。スキーマの移行に関
する問題の再試行は、現在サポートされていません。

モダリティスコープこの再接続機能は、データ移行モード-dataOnlyで利用できます。 -dataOnlyおよ
び-schemaOnlyオプションを指定せずに移行を実行する場合、データ移行ステップでも使用できます。

データの移行中にエラーが発生し、1つ以上のテーブルのデータが完全に移行されない場合はどうすれば
よいですか?

Migration Toolkitが正常に再接続できず、1つ以上のテーブルが完全に移行されていない場合は、データ移
行全体を-dataOnlyオプションを使用して再起動するか、以前に完全に移行されなかったテーブルのみを
移行するように Migration Toolkitを構成します走る。 connRetryCount、connRetryInterval、および
abortConnOnFailureを使用して、再試行構成オプションを変更できます。

前回のMigration Toolkitのデータの移行の処理中に、ソースデータベースが書き込みトランザクションを
受け入れていた場合、完全なすべてのテーブルのデータの移行を再度実行して、宛先データベースに移行
されたデータが一貫した状態であることを確認します。
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前回の移行の実行中にソースデータベースで書き込みトランザクションが実行されなかったことが確認で
きた場合、完全に移行されていないテーブルのみを移行しても安全です。

スキーマの移行中にエラーが発生し、すべてのスキーマオブジェクトが完全に移行されない場合はどうす
ればよいですか?

残念ながら、スキーマ移行エラーの再接続は、現時点ではサポートされていません。Migration Toolkitです
べてのスキーマを移行できない場合は、スキーマ全体の移行を-schemaOnlyオプションを使用して再度リ
スタートするか、以前の実行で完全に移行されなかったスキーマのみを移行するようにMigration Toolkit
を構成します。
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